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第１ 趣旨    

 

本県はこれまで、広大な水田をフルに活用し、我が国の食料供給基地として、主食の米を

中心に大豆や野菜類、畜産物、果樹など、安全・安心で良質な食料を安定的に生産してきま

した。 

近年は、本県農業の長年の課題である「米依存からの脱却」を掲げ、収益性の高い「複合

型生産構造への転換」に向けた取組を集中的に実施してきました。その結果、えだまめ、ね

ぎ、しいたけなどの生産拡大や、秋田牛のブランド化の進展等により、令和６年の米以外の農

業産出額が過去30年で最大となるなど、成果が着実に現れてきています。 

こうした取組の一方で、農業経営体数は平成27年の38,957経営体から令和７年には21,011

経営体へと、ここ10年間で46％減少しており、担い手の急激な減少が深刻な課題となってい

ます。 

これに対し、経営耕地面積の平成27年から令和７年までの減少率は11％に留まっており、

担い手への農地集積が進み、一経営体当たりの経営面積は拡大しています。 

今後も担い手の減少が予測される状況下において、農地の減少を最小限に抑制していく

ためには、10年後を見通しただけでも、一経営体当たりの経営規模を、さらに２倍近くまで拡

大させていく必要があります。こうした規模拡大を確かな経営の発展へとつなげ、本県が食料

供給基地としての役割を将来にわたって果たしていくためには、これまで以上に、生産性の

向上を図っていくことが不可欠となっています。 

このように、本県農業を取り巻く情勢が大きく変化する中にあって、省力化や高品質化、高

収量の実現に向けて、ロボットやＡＩ、ＩｏＴ等の先進的技術を活用した「スマート農業」が期待さ

れています。 

しかしながら、農業現場でスマート農機の普及が進み認知度が上がっている一方で、農業

者からは、いまだに、「どういった機械や装置があるのか」、「どの作業工程で、どのような技術

を使えば良いのか」、「機械類の価格が高く、導入コストを回収できるのか」といった不安や戸

惑いの声が、多く聞かれます。 

このため、スマート農業に関する各種の情報を体系的に整理するとともに、個々の経営体

に応じた技術の選定や、効果的な現地実装を促進するため、本指針を策定します。 

なお、本指針は、今後、技術の進展に応じて、適宜改訂してまいります。 



- 2 - 

第２ スマート農業について 
１ スマート農業とは  

スマート農業とは、「ロボット技術やＩＣＴ等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生産等を

可能にする新たな農業」です。 

これは、農林水産省が平成25年（2013年）11月に立ち上げた「スマート農業の実現に向けた研

究会」の中で示されたスマート農業の定義になります。 

同研究会が平成26年（2014年）３月に公表した「検討結果の中間取りまとめ」では、スマート農

業の将来像を次の１～５のように整理しました。 

これらの将来像は、その後の技術展開の指針となっただけでなく、今なお、現場の課題を解決

するスマート農業技術の開発、および導入の方向性の根底をなす、基本的な考え方として受け継

がれています。 

 
＜参考＞ 

 

農林水産省ＨＰ：スマート農業 > スマート農業の実現に向けた研究会 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/g_smart_nougyo 
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２ スマート農業技術活用促進法の制定 

令和６年６月14日、食料・農業・農村基本法の関連法として、「農業の生産性の向上のためのス

マート農業技術の活用の促進に関する法律（スマート農業技術活用促進法）」が成立し、６月21日

に公布され、10月１日に施行されました。 

この法律は、農業者の減少等の環境変化に対応して、生産性の向上を図るため、農業者等に

よるスマート農業技術活用等の取組（生産方式革新実施計画）や、農機メーカー等による技術の

開発等の取組（開発供給実施計画）を国が認定する制度です。認定を受けた農業者等は、金融・

税制等の特例措置を受けられるほか、国の補助事業等の採択にあたり、ポイント加算などが措置

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生産方式革新実施計画】 

〈対象者〉 

①農業者又はその組織する団体（農業法人、ＪＡ等）（＝申請者） 

②スマート農業技術活用サービス事業者等（①の活動と連携） 

〈認定の対象となる事業活動〉 

・スマート農業技術の活用と新たな生産の方式の導入をセットで行い、相当規模（作付面積等

の概ね過半）において実施することで、農業の生産性を相当程度（労働生産性５％以上）向

上させる事業活動 

〈計画認定による支援措置〉 

・日本政策金融公庫の長期低利融資 

・設備投資に係る税制上の優遇措置 

・行政手続きの簡素化（ドローンの飛行許可・承認）  等 
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【開発供給実施計画】 

〈申請者〉 

・スマート農業技術の開発・供給を行おうとする者 

（農機メーカー、サービス事業者、大学、公設試験研究機関等） 

〈認定の対象となる事業活動〉 

・スマート農業技術等の開発及び、その成果の普及を一体的に取り組む事業活動 

〈計画認定による支援措置〉 

・農研機構の研究開発設備等の供用、専門家派遣等の協力 

・日本政策金融公庫の長期低利融資 

・会社設立等の登記に係る登録免許税の軽減  等 

 

県においても、これら国の制度の活用を促し、労働力不足が深刻化する中で広大な農地を活

用し、効率的な生産体制の確立に向けたスマート農業の普及を推進します。 

また、補助事業による支援や生産に必要な条件整備を進めるとともに、公設試による民間企業

等との共同研究にも積極的に取り組み、社会実装を後押ししていきます。 

 

＜参考＞ 

 

農林水産省ＨＰ：スマート農業 >スマート農業技術活用促進法について 

 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/houritsu.html 
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３ 主なスマート農機等の概要  

本指針は、国が示している将来像の実現、および「あきた農林水産ビジョン」の達成に向け、導

入が期待される技術を作目毎に整理し、生産現場でのスマート農業の普及・定着に向けた手引き

として作成したものです。 

スマート農業に関する技術は、ＡＩやロボット技術の進化により日々高度化していますが、本項

目では、現在すでに市販化され、県内でも導入が進んできている主なスマート農機等の概要に

ついて紹介します。 

 

なお、「第５ ２ 作目特性に応じた個別技術」（25 ページから）では、作目毎の個別の詳しい活

用方法や留意点などを掲載しています。 
また、これらを導入したモデル的な作業体系については、「第５ ３ 各作目の一貫作業体系技

術」（39 ページから）に掲載していますので、併せてご活用ください。 
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第３ 本県でのスマート農業推進に向けたこれまでの取組  

１ 新技術の研究・実証等  

労働力不足が深刻化する中で、本県農業が持続的に発展していくためには、規模拡大や法人

化による経営基盤の強化に加えて、ＩＣＴ等の先端技術を活用して、省力化や精密さを追求して

いくことが必要になります。 

このため県では、令和元年度から国の実証プロジェクトに参画して以降、各公設試における研

究開発と、現地での実証を積み重ねてきました。 

 

（１）「稲作＋大豆」（課題名：東北日本海側１年１作地帯の大規模水稲・大豆輪作集落営農型法人

におけるスマート農業による生産性向上の実証、代表機関：農研機構東北農業研究センター） 

大仙市協和の「たねっこスマート農業実証コンソーシアム」での取組です。 

水稲と大豆の輪作を実践する集落営農型法人において、収量マップに基づく可変施肥技術や

直進アシスト田植機を用いた省資材・安定多収栽培などに取り組んだ結果、50ha 規模のスマート

農業体系の実証データから、実証経営全体（285ha）の収益が 13％増加できると試算されました。 

 

（２）「園芸（小ギク）」（課題名：先端技術の導入による計画的安定出荷に対応した露地小ギク大規

模生産体系の実証、代表機関：秋田県農業試験場） 

男鹿市船越の「秋田県園芸メガ団地花きスマート農業実証コンソーシアム」での取組です。 

小ギクの露地栽培において、気象条件の影響を最小限に抑える需要期安定出荷技術や、生

産規模の拡大に対応できる機械化の推進に関する実証に取り組んだ結果、自動直進機能付き

畝内部分施用機や半自動乗用移植機、キク一斉収穫機等を使用することで、全体の作業時間を

32％削減するとともに、耐候性赤色ＬＥＤ電照を用いた開花調整によって需要期出荷９割を達成

しました。 
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 （３）スマート農業研究体制高度化事業 

令和３～５年度、公設試においてスマート農機等による農作業体系を検討し、導入課題や効果を

明確化するとともに、研究員の資質向上を通じて、現場への技術指導体制強化に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）デジタルデータ活用研究推進事業 

令和４～７年度、デジタル技術を活用した次世代農業技術の現場実装を推進するため、産学官

のコンソーシアム等により、データ駆動型農業の実現に向けた試験研究に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 公設試における研究課題と主な成果 

表２ 公設試における研究課題と主な成果 

図１ 無人田植機との協調作業 図２ 無人トラクタによる土改材散布と耕起の協調作業 

公設試 研究課題名 主な成果

農業試験場
スマート農機による水稲作業の省力化技
術の検討

・無人田植機：補助員１名を削減
・ドローン：２機飛行で１機の防除作業時間を20％削減

果樹試験場 果樹栽培の機械化一貫体系の検討
・自動草刈り機、自動選果機、除雪機等の利用により、り
  んごの年間作業時間（218hr/10a）を40％削減

畜産試験場
スマート農機による飼料生産の省力化技
術の検討等

・無人、有人トラクタの協調作業：耕起作業を50％削減、
  牧草反転作業時間を30％削減

水産振興センター
リモート海洋観測システムによるワカメ養
殖の省力・安定生産技術

・リモート海洋観測：養殖ワカメの生育条件を把握、気温
 予報を利用した漁場水温予測技術の開発

林業研究研修センター
栽培環境の自動制御によるきのこ栽培の
省力化技術の検討等

・環境制御：栽培施設の巡回管理を３回から１回に削減、
  光熱費を約20％削減

公設試 研究課題名 主な成果

農業試験場
ＡＩ技術を活用した野菜の病害虫防除技術
の確立

病害予測モニタリングサービスにより、トマトの防除回数
を５回削減。技術資料を作成

果樹試験場
スマートグラスを用いたりんご摘果技術習
得・補助システムの開発・実証

りんごの着果密度、着果位置を表示するソフトを開発し、
研修時の摘果技術習得支援ツールとして活用

畜産試験場
若い担い手支援のための遠隔技術支援
の検討・実証

畜舎内環境のデータの共有化により、遠隔による指導体
制の有効性を実証し、技術資料を作成

水産振興センター
漁業情報のデジタル化による漁業と流通
の活性化支援

一週間先の海況情報（潮流、水温等）予測と漁獲実績か
ら漁場マップを作成し、試験的に運用

林業研究研修センター
スマートセンシングによるコンテナ苗の安
定生産システムの開発

リモートセンシングデータと苗の成長データから、スギコン
テナ苗の最適な育苗条件を解明し、技術資料を作成
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このほか、既存の機械や装置等を活用したスマート農業技術を生産現場に普及・定着させるた

めに、田植機等の直進アシスト機能や水田の水管理システム、野菜の自動灌水装置、果樹の環

境モニタリングなどの実証・効果検証を進めました（「第５ ４ 県内における作目別の実証・導入

事例」、46 ページから）。 

 

２ 農業者等の理解の促進  

（１）情報発信 

県では、スマート農業などの新しい技術等への関心を高めるとともに、理解を深めながら技術

の普及・定着を図っていくため、県内の農業情報を Web 上で広く提供する総合ポータルサイト「こ

まちチャンネル」を通じて、スマート農業技術を活用した実証の取組状況などの情報を発信しまし

た。 

また、スマート農業への関心を深め、より身近に感じていただくために、普及が進むドローンや

自動操舵、営農支援システムを紹介する動画を作成し、Web で公開しました。 

 

※秋田県農林水産情報 こまちチャンネル 

http://www.e-komachi.jp/ 
 

 

（２）スマート農業技術実践農家との情報交換の場の設定 

スマート農業技術に関する研究成果や実践者の優良事例の報告、スマート農機の展示・

実演を通じた「実際に触れる機会」の提供を行う「スマート農業推進フォーラム」を開催してい

ます。参加者間の情報交換を促進するとともに、技術導入への不安を解消する取組を行いま

した。 

 

 

 

 

 

図３ スマートグラスを用いた摘果作業 図４ 漁場予測マップ、海況予測アプリ 
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３ 機械や装置等の導入に対する支援 

スマート農業に取り組むための農機等の導入に当たっては、「夢ある園芸産地育成事業」、「夢

ある畜産経営ステップアップ事業」、国の交付金を活用した緊急対策などの県事業に加え、国の

補助事業も活用し、支援しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 研究成果や実践者の優良事例の報告 

表３ スマート農機等の導入状況 

低コスト技術導入支援事業（Ｒ２～５）、化学肥料低減機械等導入支援事業（Ｒ５～）、大豆産地生産性

向上事業（Ｒ６～）、夢ある園芸産地創造事業（Ｒ３～）、あきたの園芸省エネ支援事業（Ｒ５～）、産地生

産基盤パワーアップ事業（Ｒ３～）、経営力強化支援事業（Ｒ２）、雪害を乗り越える果樹産地復興事業

（Ｒ４～５）、グリーンな栽培体系への転換サポート事業（Ｒ６）、夢ある畜産経営ステップアップ支援事業

（Ｒ４～）、畜産クラスター事業（Ｒ２～）、農地耕作条件改善事業（Ｒ２～）、農地利用効率化等支援交付

金（Ｒ２～） 

図６ スマート農機の実演 

名称 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 合計

トラクター（直進アシスト、自動操舵） 17 16 48 31 0 112

田植機（直進アシスト、自動操舵） 17 21 28 75 35 176

収量コンバイン 12 34 57 19 0 122

自動操舵システム 4 13 46 64 22 149

農薬散布用ドローン 5 4 5 0 7 21

GPSブロードキャスター 0 1 0 11 3 15

自動草刈り機 4 7 3 13 0 27

水管理システム 1 0 0 2 0 3

畜産関係（分娩監視装置、自動給餌機等） 9 2 15 8 5 39

合計 69 98 202 223 72 664
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４ スマート農業の実践的指導者の育成 

県では、秋田県立大学アグリイノベーション教育研究センターで令和４年度より実施している

「スマート農業指導士育成プログラム」に普及指導員を計画的に派遣し、スマート農業技術につい

て実践的な指導ができる「スマート農業指導士」を育成しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４ スマート農業指導士育成プログラムの受講状況 

うち

法人 個人 修了者

Ｒ４ 8 10 1 3 1 0 0 23 22

Ｒ５ 8 5 4 2 4 1 3 27 27

Ｒ６ 8 6 2 1 0 1 2 20 18

Ｒ７ 8 4 1 1 5 2 3 24 -

 計 32 25 8 7 10 4 8 94 67

市町村 その他  計 年度
普及

指導員
ＪＡグ
ループ

農業従事者 民間
 事業者
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第４ 本県のスマート農業の推進方向 

県内でのスマート農業の普及・定着に向けて、県では次のとおり、「研究開発」、「現地実証・普

及」、「理解の促進」、「導入支援」の取組を一体的に進めていきます。 
 

１ 研究開発 

県の公設試に「スマート農業プロジェクトチーム」を設置し、スマート農機等の導入効果などの

検証を行うとともに、県立大学等との連携による技術開発を推進し、これらを基盤とした技術支援

体制を構築します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
物
部

野
菜
・
花
き
部

生
産
環
境
部

原
種
生
産
部

企
画
経
営
室

スマート農業チーム
（事務局）

チーム長：企画経営室長
（サブチーム長：スマート農業チーム長）

地域スマー
ト農業推進
協議会

国
大学等

本庁
各課

ＳＶと連携した現場
への助言や情報交換

情報の共有及び検討
（随時）

技術者等との情報交
換や共同研究

スマート農業プロジェクトチーム

農業試験場の推進体制

スマート技術専任担当
（事務局）

チーム長：総務企画室長

Ａ

部

Ｂ

部

総
務
企
画
室

ＳＶと連携した現場
への助言や情報交換

情報の共有及び検討
（随時）

技術者等との情報交
換や共同研究

スマート農業プロジェクトチーム

地域スマー
ト農業推進
協議会

国
大学等

本庁
各課

公設試（農業試験場以外）の推進体制
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２ 現地実証・普及 

各種実証の取組を進めるとともに、得られた成果の横展開を図ります。 
こうした実証結果等を踏まえて導入事例を整理し、「秋田県スマート農業導入指針」の中で、作

目毎に個別技術と一貫作業体系技術として整備を進めます。また、導入の目安となる経営規模

等も示しながら、スマート農業の普及・定着を図っていきます。 
 
３ 理解の促進 

県の総合ポータルサイト「こまちチャンネル」を通じて、スマート農業技術を活用した実証の取

組状況を発信するとともに、内容の充実を図ります。 

また、スマート農業技術に関する研究成果や実践者の優良事例の報告など情報交換の場を設

け、技術導入に対する心理的ハードルを下げる取組を展開していきます。 
 
４ 導入支援 

既に実用化され、市販されているスマート農機等の導入に当たっては、令和８年度の「稼ぐあき

たの園芸経営体応援事業」や「稼ぐ畜産経営体ステップアップ応援事業」で助成対象とするほ

か、国の補助事業等も活用しながら支援を行います。 
また、長期低利融資や税制優遇措置に加え、国の補助事業におけるポイント加算等の優遇措

置が得られる「スマート農業技術活用促進法」に基づく「生産方式革新実施計画」の認定に向け

た申請手続きをサポートしていきます。 
 
５ 推進体制の整備 

スマート農業の推進に当たっては、県の本庁段階と各地域振興局段階で推進体制を構築

します。この体制において、地域振興局に農業者が気軽に相談できる「相談窓口」を設置す

るなど、スマート農業の普及・定着を促していきます。 

また、秋田県立大学アグリイノベーション教育研究センターで実施する「スマート農業士育成プ

ログラム」により「スマート農業指導士」を継続的に育成し、スマート農業技術についてきめ細かな

指導ができる体制の整備を進めていきます。 
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このような取組を通じて、今後、農業生産現場での「作業の効率化」や「省人化」、「単収の向上」

などを促進し、一経営体当たりの作業面積の拡大や更なる収量・品質の向上を図ることで、「規模の

限界突破」と「高収益化」を目指します。 
 

・スマート農業担当（各作目）
・生産方式革新実施計画の認定支援
・地域スマート農業推進協議会の設置
・実証ほ等への指導・助言
・地域スマート農業産地化計画の策定支援
・スマート技術の情報収集 等

チームリーダー
（農林政策課：スマート農業推進監）

国
農研機構
県立大学
メーカー等

公設試
農業試験場
果樹試験場
畜産試験場

スマート農業推進チーム

推進体制

農林水産部

本 庁

農業革新支援センター
（水稲、野菜等農業革新支援専門員）
・研修会・展示会等の開催
・モデル展示ほの設置
・スマート技術の情報収集 等

地域振興局（農業振興普及課）

農業振興普及課長（統括）

相談窓口の設置

公設試

デジタル
政策推進課
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第５ 作目別のスマート農業技術 

   ここでは、作目毎のスマート農業の将来像を示すとともに、作目特性に応じた個別技術、およびこ

れらを導入したモデル的な作業体系、県内における実証・導入事例を取りまとめ、掲載しています。 

 

１ 作目毎のスマート農業の将来像 

（１）水田作 

 

 

水田作では、自動化・見える化等の機能を装備したスマート農機が、耕起から収穫までの各作

業で揃いつつあります。特に、操作が容易で慣行の機械に比べてコスト上昇分が比較的小さい直

進アシスト田植機が普及しているほか、大規模経営体を中心に事業等を活用しロボットトラクター

や高性能コンバイン等の導入が進んでいます。また、ドローンや衛星のセンシング等により得られ

たデータを活用し、土壌や生育状況に応じた可変施肥技術も実証・実装段階となっています。 

このため、県では、現場への導入が進んでいるスマート農機の省力効果等について講習会など

で農家へ広く周知するとともに、水稲・大豆栽培に一連のスマート技術を導入した一貫体系にお

ける労働生産性や土地生産性の向上効果について検証しています。 

課題としては、ロボットトラクターなどの導入コストが高いスマート農機については、省力化や軽

労化、生産性向上の観点から費用対効果を検証しながら、導入すべき経営体を明らかにする必

要があります。 

 また、ドローン等を活用したセンシングによる生育診断や高性能コンバインのデータを活用した

施肥改善等は、土地生産性の向上により収益の増加につながると考えられますが、更なる効果の

検証が必要です。 

さらに、スマート農機の導入効果を最大限生かすため、導入すべき経営体に対して適切に普及

できるよう指導者のスキルアップも必要となっています。 

 

 

  

○ 直進アシスト機能付きのトラクターの普及により、水稲の耕起や代かき作業が軽労化。 

○ 高密度播種苗や直播技術、直進アシスト田植機に加えロボット田植機が普及することにより、

田植え作業の省力化、軽労化、低コスト化が進展。 

○ 直進アシスト機能を活用した大豆の播種や中耕・培土作業の実施によって、雑草防除技術が

向上。 

○ 多筆ほ場を管理する上で負担となる水管理、病害虫防除、草刈り作業などの管理作業は、自

動水管理システム、ドローン、ラジコン草刈機などの導入で、省力化や軽労化が進展。 

○ ドローン等を活用したセンシングによる生育診断や収量コンバインのデータにより、翌年の施肥量

等の改善が図られ、収量や品質の向上が実現。 

○ 経営管理システムを活用して、ほ場毎の栽培履歴や収量・品質に関する情報のデータ化により、

翌年の栽培管理や経営改善に反映。 
  

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 
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（２）野菜作 

 
  

露地野菜では自動操舵システム・ドローン（ねぎ、えだまめ）、パワーアシストスーツ（すいか等）が、

施設野菜ではＡＩ自動灌水施肥システムが技術実証され、県内で導入が進んできています。 

課題として、野菜作では特に収穫・調製作業で多くの人手を必要とすることから、自動収穫機等の

効率化や軽労化に資する新技術の検討が求められています。また、技術実証が一部の品目等に止

まっていることから、実用可能な技術を他品目へ横展開していく必要があります。 

このため、県では、普及段階にある自動操舵システム、ドローン等については、実演会の開催

等を通じて農家へ広くＰＲしていくとともに、メーカー、大学、試験研究機関と連携して進めている

果菜類の収穫ロボットの開発については、本県に合った技術となるように検討を進めています。 

 

  
 

○ 自動操舵システムの導入により、ねぎやえだまめ等の露地野菜で、播種やその後の中耕培土作

業等が省力化。 

○ ドローンの導入により、露地野菜の病害虫防除作業が省力化。 

○ パワーアシストスーツの導入により、腰を屈めた作業や重量物の上げ下げ等の負荷が軽減。 

○ ＡＩ自動灌水施肥システムの導入により、トマトやきゅうり等の施設野菜で、土壌水分等に応じた灌

水施肥が実現され、省力化や単収向上が促進。 

○ ハウス内環境のモニタリングと AI 技術を活用した病害予測により、施設野菜の農薬散布回数削減

や単収向上が促進。 

○ 多様な形状、大きさ、硬さ、動作に、柔軟に対応できるアームを備えた収穫ロボットの導入により、

熟練農業者のノウハウを持つロボットが収穫作業を行い、省人化が実現。 

○ ほ場やハウスの位置情報、栽培履歴、生産管理等の情報をデータ管理し、作業者間で共有される

ことで、栽培環境に応じた適切な肥培管理等が可能。 
 
  

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 



- 21 - 

（３）花き作 

 

 

露地の「小ギク」や、施設の「トルコギキョウ」、「キク類」の大規模農業において、スマート農業の

効果が実証されており、それぞれモデルケースとして注目されています。 

露地小ギクでは、国の委託事業（Ｒ１～Ｒ２）により、小ギクの定植から収穫まで、大規模機械化

省力一貫体系を目指した実証が行われ、全ての設定目標をクリアしました。現在は、実用可能な

技術の横展開を図っています。 

施設型の利用については、単純な環境モニタリングシステム等にとどまっていますが、ハウス群

の環境制御を一括集約し、省力かつ高度に管理する技術や、ＡＩを組み合わせた技術の実用化

が期待されます。施設花きにおいてもスマート機器を導入する動きがあることから、今後、技術実

証を進めていく必要があります。 

また、現在農研機構や他産地と連携して、リンドウ、トルコギキョウで収穫日予測と計画生産に

向けた共同研究が行われています。 

 

 

 

○ 本県の花き生産におけるスマート農業技術の導入については、露地型、施設型、どちらも園芸メ

ガ団地の事例をモデルケースとして現場への普及が進展。 

○ 特に、露地型は、国事業の実証が非常に良いモデルケースであり、経営規模別に各産地の団地

や組織への普及が進展。 

○ 多品目に取り組むメガ団地などでは、自動直進機能付き畝立て機の導入が進み、品目によっては

畝内部分施用機を併用し、労働力の削減と低コスト化が実現。 

○ 半自動乗用移植機や一斉収穫機、切花調整ロボットについては、キクのみでなく、リンドウやダリア

など、他品目への活用の研究が進展。 

○ 露地電照の点灯チェックシステムは、電照栽培を行う多くの品目で導入が進展。 

○ 施設では、ハウス群の集約的な環境制御や、ＡＩによる高度な環境操作の導入が開始。 
○ 収穫日予測により需要期出荷が実現し、販売単価が向上。また、計画生産により労働力が分散。 

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 
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（４）果樹作 

 

 

果樹作では、美しい外観と食味が良い商品性の高い果実を生産するため、一部の作業を除

き、ほとんどの管理作業を熟練した手作業に依存しています。手作業の多くを占める「着果管理」

・「収穫」・「剪定」作業は、経験や勘に基づく管理技術を要することから、新たな担い手への技術

継承や作業の機械化・省力化を図る必要があります。 

このため県では、果樹経営における省力栽培体系の構築と導入効果の検証、普及推進を図る

ため、平成 30 年度から、「省力化を基本としたモデル経営実証ほ」をこれまでにりんご園４か所、

ぶどう園４か所、日本なし園３か所、おうとう園１か所、いちじく園１か所に設置しています。 

実証からは、作業の軽労化や作業効率の高い樹形、機械化による作業時間の短縮等の一定

の成果が得られ、実装が期待される一方、手作業の大幅な削減には課題が残っています。 

要因としては、実証に用いた機械（ドローン、無人草刈機など）は汎用型で、樹園地管理用に特

化したものではないこと、実証園が、機械導入を前提とした樹形づくりや管理が行われているわけ

ではないこと、熟練した手作業の技能を見える化するのが困難で、機械の能力を十分に発揮でき

ないことなどがあげられます。 

 

 

 

○ AI 技術等を利用することにより、長年の経験や管理のコツといった熟練の技術が見える化され

ることから、機械化や雇用労働力の即戦力化が図られ、生産性が向上。 

○ リモートセンシングによる着果管理の適正化、樹体の栄養状態監視、熟度判定などの客観的

データを活用した早期技術習得システムや自動収穫ロボット、無人防除機等の自動化機械の

開発が進行。 

○ 機械化を前提とした園地作りと合わせ、経営規模拡大や原料用果実・果実加工品など新たな

商材開発による経営の多角化が実現。 

○ ほ場別気象観測システムの導入により、的確な病害虫の発生予察に基づく臨機防除と農薬

の使用回数削減につながり、低コストで効果的な防除が実現。 

 
  

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 
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（５）肉用牛経営 

 
  

高齢化や後継者不足による小規模農家の経営離脱等により、飼養戸数は減少傾向にあるものの、

主要な担い手の規模拡大等により、一戸当たりの飼養頭数は増加傾向で、飼養頭数は横ばいで推移

しています。 

規模拡大の進展により、労働生産性の向上が喫緊の課題となっていることから、解決策の一つとし

て省力化機械等の導入が進んでおり、特に、繁殖管理については、発情発見や分娩監視等の機器の

導入が進み、省力的な管理手法が普及しつつあります。 

 今後も、規模拡大に意欲的な担い手による施設整備が計画されていますが、大規模化に伴う労働

負担増加への対応や、多頭飼育であっても適切な個体管理ができるようにするためには、さらなるスマ

ート農業技術の導入を進める必要があります。 

 

  
 

○ 大規模化が進展するとともに、スマート農業技術の活用により、きめ細やかな個体管理が徹底さ

れ、生産性の高い農場運営が定着。 

○ 繁殖管理機器については、歩数計測や体温変化によるシステムの普及に加え、モーションセンサ

ー等を活用したより高精度な機器の導入により、事故率が低減し、生産性が向上。 

○ 飼料給与については、飼養管理システム等と連動した自動給餌機や哺乳ロボットの導入により、

労働負担の軽減だけではなく、個体毎の哺乳・給餌量の適正化が図られ、個体の能力を最大限に

引き出した飼養管理が実現。 

○ これまでは、繁殖管理機器など単品での活用事例が主だったが、繁殖管理や飼料給与に係る機

器を複合的に取り入れることにより、飼養管理の効率化・高度化が進展。 

 
 
 

  

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 
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（６）酪農経営 

 
  

 生産者の高齢化や後継者不足等により、飼養戸数及び頭数は減少する一方で、一戸当たりの飼養

頭数は増加傾向にあり、飼養頭数が 100 頭を超える大規模農場が本県の酪農を牽引しています。 

  酪農は、毎日の搾乳や飼料給与作業に加え、繁殖管理や粗飼料生産等に多くの労力を必要とする

など、労働負担が大きいことが経営離脱や後継者不足の要因となっています。 

本県では国庫補助事業等を活用して、施設整備や搾乳機械・飼料給与機械等の導入が進められ、

大規模化や省力化が徐々に進展していますが、今後とも、スマート農業技術の導入を進め、さらなる

軽労化や効率化を実現する必要があります。 
 

  
 

○ 搾乳関連機器や自動給餌機等の省力化機械の導入により、軽労化や効率化が進み、若者に魅

力ある作目へと転換。 

○ 規模拡大にあたっては、従来型の飼養方法から脱却し、スマート農業技術の導入が標準化。 

○ 労働力の軽減を実現するとともに、牛群の個体情報を管理するシステムが普及し、それらのデータ

の活用により、適切な飼養管理や繁殖管理が行われ、生産性が向上。 

 

 

 
 

本県のスマート農業の現状と課題 

５年程度先を見据えたスマート農業の姿 
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２ 作目特性に応じた個別技術 （画像は国資料等からの引用を含む） 

（１）土地利用型（水稲＋大豆）関連 
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（２）露地野菜（すいか、えだまめ、ねぎなど）関連 
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（３）施設野菜（トマト、きゅうり、アスパラガスなど）関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 33 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）花き関連 
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（５）果樹関連 
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（６）肉用牛、乳用牛関連 
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（７）乳用牛関連 
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３ 各作目の一貫作業体系技術（画像は国資料等からの引用を含む） 
（１）土地利用型（水稲＋大豆） 
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（２）露地野菜（すいか、えだまめなど） 
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（３）施設野菜（トマト、きゅうり、アスパラガスなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）花き（トルコギキョウなど） 
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（５）果樹（りんご など） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）肉用牛 
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（７）酪農（小規模経営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）酪農（大規模経営） 
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（９）ほ場整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
農林水産省では、スマート農業など先端技術の普及とともに重要となる、これら技術に対応した基盤

整備の推進を図っていくため、「自動走行農機等に対応した農地整備の手引き」※（以下、手引きとい

う）を作成しています。 
この手引きでは、水田のほ場整備計画を作成するにあたり、自動走行農機などの導入・利用に対応

するための基本的な考え方や留意点が整理されています。 
参考として、手引きより「自動走行農機等に対応したほ場整備前後のイメージ」を次ページに添付し

ます。 
また、本県ではスマート技術の導入を各地域における営農形態や地形、取水方式等の各種条件に

応じて適正に行えるよう、「秋田県スマート農業を支える基盤整備指針」を作成しています。 
 

※ 自動走行農機等に対応した農地整備の手引き 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/kizyun/attach/tebiki.html 
 

 

 

※ 秋田県スマート農業を支える基盤整備指針 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/73782 
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４ 県内における作目別の実証・導入事例  

（１）土地利用型作物関係 
①位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



- 47 - 
 

②事例の紹介 
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（２）野菜、花き関係 

①位置図 
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②事例の紹介 
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（３）果樹関係 

①位置図（導入事例） 
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②事例の紹介 
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（４）畜産関係 

①位置図（導入事例） 
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②事例の紹介 
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（５）農地整備関係 

①位置図 
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②事例の紹介 
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（６）農山村振興関係 

①位置図（導入事例） 
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②事例の紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リンドウ防除実施状況（２．５ha） １週間　１回

従前

項目 日数 防除台数

Ａ(0.4ha) Ｂ(0.5ha) Ｃ(0.6ha) Ｄ(1.0ha) 計

１日目 ２台 0.3 1.0 1.3 

２日目 ２台 0.4 0.5 0.3 1.2 

合計 2 4 0.4 0.5 0.6 1.0 2.5 

開始 終了 所要時間 ※　５人の交代制で作業を実施

作業時間 4:30 17:00 12:30 ５時間／１ha

ドローン散布

項目 日数 防除台数

Ａ(0.4ha) Ｂ(0.5ha) Ｃ(0.6ha) Ｄ(1.0ha) 計

１日目 １台 0.4 0.5 0.6 1.0 2.5 

２日目 １台 0.4 0.4 

合計 2 4 0.8 0.5 0.6 1.0 2.9 

開始 終了 所要時間

作業時間 6:00 7:30 1:30 ０．５時間／１ha

ほ場

ほ場

ドローンによる防除作
業

従前の防除作業

由利本荘市 農業用ドローン 【上川内第２集落協定】

中山間地域等直接支払交付金の加算措置を活用して導入（R1、Ｒ２）

【集落協定の概要】
所在地 ： 由利本荘市鳥海
協定面積： ５６ｈａ
参加者 ： ３７人（農業者３３、法人１、水利組合３）
その他 ： ・ほ場整備『平根地区』、園芸メガ団地『鳥海平根

地区』に関係する区域。
・農事組合法人『平根ファーム』が参加。

【機器導入の効果】
●リンドウの防除作業時間
従 前 ： ５時間／ｈａ
ドローン ： ０．５時間／ｈａ ９割の削減

●小菊の防除作業時間
従 前 ： １．３時間／ｈａ
ドローン ： ０．５時間／ｈａ ６割の削減

小菊防除実施状況（２．０ha） １週間　１回

従前

項目 日数 防除台数

Ａ(1.0ha) Ｂ(1.0ha) 計

１日目 ２台 1.0 1.0 

２日目 ２台 1.0 1.0 

合計 2 4 1.0 1.0 2.0 

開始 終了 所要時間 ※　５人の交代制で作業を実施

作業時間 5:00 7:30 2:30 １．３時間／１ha

ドローン散布

項目 日数 防除台数

Ａ(1.0ha) Ｂ(1.0ha) 計

１日目 １台 1.0 1.0 

0.0 

合計 １日目 １台 0.0 1.0 1.0 

開始 終了 所要時間

作業時間 5:30 6:00 0:30 ０．５時間／１ha

ほ場

ほ場

１
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第６ スマート農業技術の導入効果と機械等導入の目安  

 

令和元年度から実施された国の「スマート農業実証プロジェクト」の成果が、下記ＵＲＬで公表さ

れています。本章では、その中から主なスマート農業技術の作業時間の削減率や導入効果、代

表的な実証事例を紹介します。 

また、これらの成果に加え、県内における実証データ等を反映し、「機械導入の目安」を試算し

ました。 

 

※国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 スマ農成果ポータル 

https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/seika_portal/index.html 
 
 
※農林水産技術会議 HP 

スマート農業実証プロジェクトと各実証地区の経営分析結果と成果ポータル 

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/jissho_data/index.htm 
 
 
 
１ スマート農業技術の導入効果 

 

（１） 自動運転トラクタ（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・無人で圃場内を自動走行するトラクタ。有人機と無人機の協調作業により、1 人で 2 台

の操作が可能。無人機を圃場内や周辺から常時監視して使用し、非常時の操作等を行う。 

・価格帯(目安):1,000 万円～1,500 万円 
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（２） 直進アシスト田植機（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（３） 食味収量コンバイン（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・直進アシスト機能によりハンドルを自動制御し、設定された経路を自動走行して田植作業

を行う田植機。自動旋回機能や可変施肥機能が搭載された製品も存在。 

・価格帯(目安):300 万円～550 万円 

・圃場内の収穫作業や旋回を自動で実施するコンバイン。食味・収量データを次期作の施肥

設計に活用し、地力ムラの改善やタンパク値に基づく良食味品種の栽培が可能。 

・価格帯(目安):1,100 万円～1,850 万円 
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（４） ドローン・農薬散布（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） ドローン・肥料散布（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・農薬用のタンクやノズルを搭載したドローン。人が入りにくい場所での作業や、ぬかるみ

等地面の状況に左右されない散布作業が可能。 

・価格帯(目安):80 万円～300 万円 
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（６） リモコン草刈機（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（７） 水田水管理システム（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・圃場の水位・水温等を各種センサーで自動測定し、スマートフォン等でいつでもどこでも

確認が可能。 

・価格帯(目安) 初期費用:無料～75 万円、月額利用料:500 円～1 万円/台 
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（８） 可変施肥システム（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（９） 自動操舵システム（令和５年２月作成） 
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（10） アシストスーツ（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（11） 営農管理システム（令和５年２月作成） 
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（12） 運搬ロボット（令和５年２月作成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 
 
 
 
 
 

（13） 収量出荷予測システム・野菜類（令和５年２月作成） 
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２ スマート農業技術の代表的な実証事例 
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３ スマート農業機械等導入の目安 
 

（１）稲作経営におけるスマート農業機械導入の目安 

スマート農業機械は導入コストが高いため、導入に当たっては経営規模等を考慮し 

費用対効果を検証する必要があります。 

ここでは、稲作経営におけるスマート農業機械導入の判断材料となるよう、機械化

の標準的な指標である「作業可能面積」と「利用規模の下限面積」を試算しました。 

 

  ①トラクター（自動操舵装置装着） 

 

  ア 作業可能面積 

「作業可能面積」は、機械の作業能率に基づき所定の期間内に稼働できる面積

を算出したもので、トラクターが最大限に能力を発揮できる目安になります。 

ここでは、春作業の耕起と代かき２回の作業可能面積を試算しました。50PS ト

ラクターによる耕起は、自動操舵装置無しでは 28ha なのに対し、有りでは 30ha

まで増加します（表－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ トラクター（自動操舵装置装着）の作業可能面積 

① 作業能率（１ha当たりの作業時間）  詳細はＰ93「参考Ⅰ 各農機の作業能率」を参照してください。
② 作業時間 一日の作業時間で、春（耕起・代かき・田植え）は８時間、秋（収穫）は７時間としました。
③ 実作業率 移動時間等を考慮したほ場内での作業時間の割合で、国の試算例を用いました。 
④ 日作業面積 一日に作業出来る面積で、作業能率と実作業時間から算出しました。 
⑤ 作業日数 令和６年度版稲作指導指針（秋田県）の農作業進捗状況の平年値を用いました。 
⑥ 作業可能日数率 2013～2024 年のアメダスデータ（秋田）により、各作業期間中における日降水量５mm

以下の日数割合としました。 
⑦ 作業可能日数 作業期間に作業可能日数率を乗じて算出しました。 
⑧ 作業可能面積 日作業面積に作業可能日数を乗じて算出しました。 

有り 無し 有り 無し 有り 無し

①作業能率(耕起 / 代かき）
（hr/ha）

3.7 / 1.9 3.9 / 2.1 2.8 / 1.3 2.9 / 1.5 1.5 / 0.7 1.6 / 0.8

②作業時間（hr / 日)　

③実作業率（％）

④日作業面積（耕起 / 代かき）
（ha/日）
②/①×③

1.6 / 3.2 1.5 / 2.9 2.2 / 4.5 2.1 / 4.1 4.0 / 8.6 3.8 / 7.8

⑤作業期間（日）　

⑥作業可能日数率（％）　

⑦作業可能日数（日）
⑤×⑥

⑧作業可能面積（耕起 / 代かき）
（ｈａ）
④×⑦

30 / 24 28 / 22 40 / 34 38 / 31 74 / 66 70 / 59

トラクター

（耕起 / 代かき）
自動操舵装置

75

耕起23 / 代かき19　

耕起80 / 代かき80

耕起18.4 / 代かき7.6（２回代かき）

100PS70PS50PS

8
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なお、自動操舵装置の活用は、こうした面積の拡大に加え、オペレーターが仕

上がり具合を確認しながら作業できることや、ハンドル操作の自動化による疲労

軽減など、作業精度と作業環境での利点もあります。 

 

イ 利用規模の下限面積 

機械を導入する際のコスト面を検討する上での参考として、作業委託費と機械利用

経費を比較した「利用規模の下限面積」を試算しました。トラクターは水稲以外の作

物や、水稲においても畦塗りや秋耕など様々な場面に使用されますが、ここでの作業

委託費は、水稲の春先の耕起と代かきのみとしました。 

 

図－１は、面積に応じた作業委託費が、自前の機械利用経費（固定費＋変動費）と

交わる点、すなわち「自前での作業がコスト面で有利になる面積」を示しています。 

 トラクター（自動操舵装置有り）の試算結果は、50PSで 25ha、70PS で 32ha、100PS

で 36ha となります（図－１、表－２）。 
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図－１ トラクター（自動操舵装置装着）の作業委託費と機械利用経費の比較 
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有り 無し 有り 無し 有り 無し

本体（千円） 7,315 6,677 10,706 10,101 13,486 13,046

ロータリー（千円） 1,485 1,485 1,485 1,485 1,661 1,661

ドライブハロー（千円） 1,129 1,129 1,129 1,129 1,246 1,246

計（千円） 9,929 9,291 13,321 12,715 16,393 15,953

本体（千円）
固定費率24％

1,795 1,602 2,609 2,424 3,276 3,131

ロータリー（千円）
固定比率28%

416 416 416 416 465 465

ドライブハロー（千円）
固定比率24.5％

277 277 277 277 305 305

計（千円） 2,488 2,295 3,301 3,117 4,047 3,901

人件費（千円） 11.1 12.0 8.1 8.8 4.32 4.7

燃料費（千円） 16.5 17.8 18.7 20.2 12.8 13.8

計（千円） 27.6 29.9 26.8 29.0 17.1 18.5

25 23 32 31 36 35

⑫１ha当たり作業委託費（千円）
※耕　起5,792円/10a
　代かき7,080円/10a

129

⑩
固
定
費

⑬利用規模の下限面積
（ha）

⑪
１
h
a
当
た
り

変
動
費

⑨
購
入
価
格

トラクター
（耕起 / 代かき）

50PS 70PS 100PS

自動操舵装置

表－２ 試算に用いたトラクター（自動操舵装置）の導入費用と作業委託費の内訳 

⑨ 機械の導入費用 令和７年の各メーカーの標準価格を参考としました。 
⑩ 固定費 ⑨に年間固定比率を乗じて算出しました。年間固定比率はＰ94「参考Ⅱ 各農機の年間固定比

（法定耐用年数７年）」を参照してください。 
  自動操舵有りの固定費（本体）には、ＲＴＫ位置情報補正サービスの年間利用料39,600円を含みます。
⑪ １ha当たり変動費 詳細はＰ94「参考Ⅲ １ha当たりの変動費」を参照してください。 
⑫ １ha当たり作業委託費 一般社団法人秋田県農業会議作成の農作業受委託料金試算事例を用いました。
⑬ 利用規模の下限面積 固定費／（１ha当たり作業委託費 － １ha当たり変動費）で試算されます。 
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②田植機（直進アシスト機能付き） 

 

   ア 作業可能面積 

６条植田植機の「作業可能面積」は、直進アシスト機能無しでは 23ha なのに

対し、有りでは 29ha まで増加します（表－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用規模の下限面積 

田植機（直進アシスト機能有り）の「利用規模の下限面積」は、６条植で12ha、８

条植で14haとなります（図－２、表－４）。 

 

      

           

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

0
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作
業
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機
械

利
用

経
費

(
千

円
)

経営面積(ha)

作業委託

６条

８条

12

14

有り 無し 有り 無し

①作業能率
（hr/ha）

3.1 3.7 2.5 3.1

②作業時間（hr)　

③実作業率（％）

④日作業面積
（ha/日）
②/①×③

1.8 1.5 2.4 2.0

⑤作業期間（日）

⑥作業可能日数率（％）　

⑦作業可能日数（日）
⑤×⑥

⑧作業可能面積
（ｈａ）
④×⑦

29 23 37 31

田植機

６条植 ８条植

直進アシスト機能

19

82

8.0

15.6

70 75

表－３ 田植機（直進アシスト機能付き）の作業可能面積 

注釈はＰ85表-１を参照してください。 

図－２ 田植機（直進アシスト機能付き）の作業委託費と機械利用経費の比較 
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有り 無し 有り 無し

3,982 3,465 4,840 4,323

1,047 911 1,273 1,137

人件費（千円） 7.6 13.1 6.3 10.7

燃料費（千円） 1.4 1.7 1.4 1.7

計（千円） 9.0 14.7 7.7 12.4

12 11 14 13

６条植 ８条植

直進アシスト機能

⑪
１
h
a
当
た
り

変
動
費

⑨購入価格（千円）

⑩固定費（千円）
固定比率26.3％

田植機

⑫１ha当たり作業委託費(千円)
※田植9,784円/10a

 ⑬利用規模の下限面積（ha）

98

表－４ 試算に用いた田植機（直進アシスト機能付き）の導入費用の内訳 

注釈はＰ87表-２を参照してください。 
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③コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人） 

   

     ア 作業可能面積 

      ６条刈コンバインの「作業可能面積」は、自動運転アシスト機能無しでは 21ha

なのに対し、有りでは 29ha まで増加します（表－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用規模の下限面積 

コンバイン（自動運転アシスト機能有り・有人）の「利用規模の下限面積」は、６

条刈で27haとなります（図－３、表－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有り 無し

①作業能率
（hr/ha）

2.9 4.0

②作業時間（hr)　

③実作業率（％）

④日作業面積
（ha/日）
②/①×③

1.7 1.2

⑤作業期間（日）

⑥作業可能日数率（％）　

⑦作業可能日数（日）
⑤×⑥

⑧作業可能面積
（ｈａ）
④×⑦

29 21

６条刈

自動運転アシスト
機能・有人

コンバイン

26

66

7

17.2

70

表－５ コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の作業可能面積 

⑥ 作業可能日数率 2013～2024 年のアメダスデータ（秋田）により、作業期間中における日降水量
２mm以下の日数割合としました。 

その他の注釈は、Ｐ85表-１を参照してください。 
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ＲＴＫ
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図－３ コンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の作業委託費と機械利用経費の比較 
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有り 無し

19,305 17,974

4,805 4,440

人件費（千円） 7.2 10.0

燃料費（千円） 6.4 8.9

計（千円） 13.6 18.9

27 26

６条刈

 ⑬利用規模の下限面積（ha）

コンバイン

⑨購入価格（千円）

自動運転アシスト
機能・有人

192

⑩固定費（千円）
固定比率24.7％

⑪
１
h
a
当
た
り

変
動
費

⑫１ha当たり作業委託費(千円)
※収穫作業19,153円/10a

表－６ 試算に用いたコンバイン（自動運転アシスト機能付き・有人）の導入費用の内訳 

注釈はＰ87表-２を参照してください。 
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④ドローン 

 

    ア 導入の目安（利用規模の下限面積） 

ドローンの作業は、除草剤・病害虫防除・追肥の他、直播栽培における播種作業

など、多岐に渡ることから、経営面積ではなく、延べの機械利用面積としました。 

「利用規模の下限面積」は、10Ｌタイプで36ha、20Ｌタイプで49haとなりなります

（図－４、表－７）。 

また、薬剤への接触機会を最小限に抑えて作業者の安全性を高めつつ、高齢者や女

性でも短時間で広範な防除・施肥が可能となります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

200

400

600

800
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作業委託

10L
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36

49

⑭ 機械の導入費用 本体とバッテリーの導入経費で、令和７年のメーカー標準価格を参考としました。

⑮ 固定費 ⑭に年間固定比率（法定耐用年数７年：減価償却費14.3％、保険料3.47％）を乗じた値に、

点検費（メーカー標準価格143,000 円）、ＲＴＫ位置情報補正サービス利用料39,600 円を合計して算

出しました。 

⑯ １ha当たり変動費 １ha当たり人件費から算出しました。人件費はオペレーター1,500円/hr、 

一般作業1,000 円/hr として、オペレーター１人と補助２人の組作業で試算しました。 

⑰ １ha当たり作業委託費 秋田市の令和７年農作業標準受委託料を用いました。 

⑱ 利用規模の下限面積 固定費／（１ha当たり作業委託費 － １ha当たり変動費）で試算されます。

表－７ 試算に用いたドローンの導入費用の内訳 

図－４ ドローンの作業委託費と機械利用経費の比較 

１０Ｌ ２０Ｌ 備考

⑭機械の導入費用（千円） 1,607 2,556 本体+バッテリー

⑮固定費（千円）
468 637

減価償却14.3％、保険費3.47%
点検費143,000円、RTK位置情報
補正サービス利用料39,600円

⑯ha当たり変動費（千円）
人件費

0.9 0.9

⑰１ha当たり作業委託費(千円)

⑱利用規模の下限面積（ha） 36 49

14



- 93 - 

試算に使用した数値の詳細 

参考Ⅰ 各農機の作業能率 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・慣行の作業能率は国の試算例を引用しました。 
・自動操舵有りの作業時間削減率は、耕起5.1％代かき9.8％（荒代かき10.1％、植代かき9.4％の平均）
として試算しました（Ｐ98 トラクター試算の基礎数値）。 
 

・慣行の作業能率は国の試算例を引用しました。 
・直進アシスト機能付きの作業時間削減率は、18％として試算しました（Ｐ76 スマート農業技術の導入効果
（２）直進アシスト田植機）。 

○ トラクター 

○ 田植機 

○ コンバイン 

・慣行の作業能率は国の試算例を引用しました。 
・自動運転アシスト機能付き・有人の作業時間削減率は、28％として試算しました（Ｐ76 スマート農業技術の
導入効果（３）食味収量コンバイン）。 

慣行

作業能率
作業時間
削減率

作業能率

hr/ha ％ hr/ha

50ＰＳ 3.9 3.7

70ＰＳ 2.9 2.8

100ＰＳ 1.6 1.5

50ＰＳ 2.1 1.9

70ＰＳ 1.5 1.3

100ＰＳ 0.8 0.7

自動操舵有り

工程 規格

耕起

代かき

5.1

9.8

慣行

作業能率
作業時間
削減率

作業能率

hr/ha ％ hr/ha

６条 3.7 3.1

８条 3.1 2.5

18.0

規格

直進アシスト機能付き

慣行

作業能率
作業時間
削減率

作業能率

hr/ha ％ hr/ha

６条 4.0 28.0 2.9

規格

自動運転アシスト
機能付き・有人
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参考Ⅱ 各農機の年間固定比（法定耐用年数７年） 

 

 

 

 

 

参考Ⅲ １ha当たりの変動費 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減価
償却費

修理費 車庫費
資本利子
租税公課
保険料

トラクター 24.0 14.3 4.7 1.5 3.5

ロータリー 28.1 14.3 6.3 4.0 3.5

ドライブハロー 24.5 14.3 1.7 5.0 3.5

田植機 26.3 14.3 5.0 3.5 3.5

コンバイン 24.7 14.3 5.4 1.5 3.5

年間固定比率の内訳

年間固定比率機械名

・「参考Ⅰ 各農機の作業能率 ○トラクター」の作業能率を基に人件費、燃料費を算出しました。 
・人件費は、作業能率に時給を乗じて算出しました。オペレーターの時給は1,500 円としました。 
・燃料費は、作業能率に燃料単価と燃料消費量を乗じて算出しました。また、燃料費にはオイル代を含みます。
・燃料単価は石油製品小売り市況調査（令和６年１月～12月）の秋田県におけるガソリン・軽油の平均単価を用
いました。 

・燃料消費量は「高性能農業機械等の試験研究実用化の促進及び導入に関する基本方針（農林水産省）」を参考
にしました。オイル代は燃料費の３割として試算しました。 

・「参考Ⅰ 各農機の作業能率 ○田植機」の作業能率を基に人件費、燃料費を算出しました。 
・人件費は、作業能率に時給を乗じて算出しました。オペレーターの時給は1,500 円、補助者の時給は1,000 円
とし、慣行では補助者を２人、直進アシスト機能付きでは補助者を１人としました。 

・燃料費は、「参考Ⅲ １ha当たり変動費 ○トラクター」と同様に試算しました。 

・「参考Ⅰ 各農機の作業能率 ○コンバイン」の作業能率を基に人件費、燃料費を算出しました。 
・人件費は、作業能率に時給を乗じて算出しました。オペレーターの時給は1,500 円、補助者の時給は1,000 円 
とし、慣行、自動運転アシスト機能付き・有人とも補助者は1人としました。 

・燃料費は、「参考Ⅲ １ha当たり変動費 ○トラクター」と同様に試算しました。 

・秋田県特定高性能農業機械導入計画（平成31年～平成35年）を参考としました。 

○ トラクター 

○ 田植機 

○ コンバイン 

（円/ha） 

（円/ha） 

（円/ha） 

人件費 燃料費 合計 人件費 燃料費 合計

50ＰＳ 5,820 8,628 14,448 5,523 8,188 13,711

70ＰＳ 4,365 10,000 14,365 4,142 9,490 13,633

100ＰＳ 2,355 6,982 9,337 2,235 6,626 8,861

50ＰＳ 6,210 9,206 15,416 5,605 8,308 13,913

70ＰＳ 4,440 10,172 14,612 4,007 9,180 13,187

100ＰＳ 2,310 6,849 9,159 2,085 6,181 8,266

代かき

工程 規格
慣行 自動操舵有り

耕起

人件費 燃料費 合計 人件費 燃料費 合計

６条 13,055 1,668 14,723 7,647 1,368 9,014

８条 10,675 1,705 12,380 6,253 1,398 7,651

慣行 直進アシスト機能付き

規格

人件費 燃料費 合計 人件費 燃料費 合計

６条 10,000 8,895 18,895 7,200 6,404 13,604

慣行 自動運転アシスト機能付き・有人
規格
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（２） 施設きゅうり栽培における自動灌水装置導入の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記は、32 ページで紹介している AI 自動灌水施肥システム「ゼロアグリ」につい

て、導入効果を試算したものです。 

令和２年度に県が実施した鹿角市の施設きゅうりの実証ほにおいて、①のとおり 34

％の増収効果がありました。 

②の単収・単価で、③～⑥の考え方により試算すると、40a（ハウス面積 75 坪×11

棟）規模での導入の効果は、最大で約 244 万円となります。  

こうした装置については、上記のような直接的な効果のほか、灌水が自動化される

ことで、防除や整枝作業に多くの時間を割くことが可能になり、その結果、高品質化

や収量の増加が図られるといった効果も期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<実証ﾊｳｽのきゅうり>                    <ゼロアグリ本体> 

 

なお、施設園芸のスマート農業については高知県内で先進的に取り組まれており、

炭酸ガス発生装置や細霧冷房といった環境制御技術の導入は、平成 30 年までに 380ha

に及んでいます。 
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（３） スマート農業技術の調査事例 
  

    秋田県ではスマート農業に関する調査や実証を県内各地で行い、実装に向けたデー

タの収集を行っています。ここでは、①100 馬力セミクローラトラクター（自動操舵

装置装着）、②薬剤散布用ドローン（マルチロータ）の協調作業の実証事例をまとめ

ました。 

  

①100 馬力セミクローラトラクター（自動操舵装置装着） 

ア 水稲４作業 

自動操舵装置を使用することにより、作業の精密化等の効果で、各作業の作業

能率が向上するため、作業可能面積が４ha 以上増加します。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、約４ha と試算されます。 

イ 大豆２作業 

自動操舵装置を使用することにより、作業の精密化等の効果で、各作業の作業

能率が向上するため、作業可能面積が３ha 増加します。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、約６ha と試算されます。 

ウ 水稲４作業＋大豆２作業 

水稲と大豆の機械導入に係る負担割合を７割：３割とした場合、作業能率が向

上するため、作業可能面積が水稲で４ha、大豆で２ha 増加します。   

なお、大豆作業は、水稲作業終了後に行うこととし、単独の場合より作業期間

を 19 日間短く設定しました。 

自動操舵装置装着の有無による利用下限面積の差は、水稲で 2.6ha、大豆で

0.1ha と試算され、水稲単独利用の場合より少なくなります。 

また、自動操舵装置は高価であるため、トラクターでの作業面積が大きくなる

大規模な複合経営での導入が適しています。 

 

○ 自動操舵装置装着のメリット 
 

・ 作業が重複する部分（ラップ代）を設定する事で、熟練者でなくても正確 

に作業が可能 

・ 正確な作業で作業能率が向上するため、計画的な作業に貢献 

・  １行程空けての作業も正確に行えるため、大型トラクターでもほ場を傷め 

ず作業が可能 

・ 直進作業が自動化され、ハンドル操作も少なく、作業の仕上がりも確認が 

できるため、肉体的・精神的疲労が軽減 
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■ 水稲４作業：春耕起（ロータリー）、荒・植代かき（代かきハロー）、秋粗耕起（スタブルカルチ）

慣行

①作業能率 （時間／ha）

作業可能面積　42.4ha

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.69
　植代かき ﾊﾛｰ   0.85
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70

作業可能面積　46.8ha　

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.62
　植代かき ﾊﾛｰ   0.77
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59

②購入価格 （千円） 16 ,656  19 ,153  

③年間固定費 （千円） 4,106 4,667 

④ha当たり変動費 （円） 20,819 18,973 

⑤作業請負料金 （千円） 154 154 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 30 .8  34 .6  

■ 大豆２作業：春粗耕起（スタブルカルチ）、春耕起（ロータリー）

慣行

①作業能率 （時間／ha） 作業可能面積　49.9ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57

作業可能面積　52.8ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49

②購入価格 （千円） 13 ,956  16 ,453  

③年間固定費 （千円） 3,444 4,006 

④ha当たり変動費 （円） 14,339 13,107 

⑤作業請負料金 （千円） 94 94 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 43 .2  49 .5  

トラクター＋自動操舵装置の利用規模の試算

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 ト ラクタ ー、 自動操舵装置、

 代かきロータ リー、 ハロー、 スタ ブルカ ルチ

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

 春耕起、 荒・ 植代かき、 秋粗耕起

 

※　作業期間：4月16日～5月5日（ロータリー）、5月6日～25日（代かきハロー）、10月6日～25日（スタブルカルチ）を想定

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 ト ラクタ ー、 自動操舵装置、 ロータ リー、

　 スタ ブルカ ルチ

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

 春粗耕起、 春耕起

 

※　作業期間：５月７日～2６日（スタブルカルチ）、５月２７日～６月１５日（ロータリー）を想定

■ 水稲４作業＋大豆２作業：部門負担割合は７割：３割を想定

水　 　 稲 大　 　 豆 水　 　 稲 大　 　 豆

①作業能率 （時間／ha）

作業可能面積　42.4ha

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.69
　植代かき ﾊﾛｰ   0.85
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70

作業可能面積　35.0ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.70
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.57

作業可能面積　46.8ha　

　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49
　荒代かき ﾊﾛｰ   0.62
　植代かき ﾊﾛｰ   0.77
　秋粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59

作業可能面積　37.0ha

　春粗耕起
　   ｽﾀﾌﾞﾙｶﾙﾁ      0.59
　春耕起 ﾛｰﾀﾘｰ   1.49

②購入価格 （千円） 12 ,469 4 ,187 14 ,217  4 ,936 

③年間固定費 （千円） 3,072 1,033 3,466 1,057 

④ha当たり変動費 （円） 20,819 14,339 18,973 13,107 

⑤作業請負料金 （千円） 154 94 154 94 

　利用規模の下限面積
　③／（⑤-④/1000）

（ha） 23 .1  13 .0  25 .7  13 .1  

（100馬力、1ha標準区画：長辺200ｍで作業）

慣　 　 　 　 　 行 自動操舵装置装着

 県農業試験場調べ

 水稲7割,大豆３割負担

 購入価格×固定費率

 各作業機の変動費合算

※　作業期間：水稲：4月16日～5月5日（ロータリー）、5月6日～25日（代かきハロー）、10月6日～25日（スタブルカルチ）を想定
　　　　　　　大豆：5月26日～6月1日（スタブルカルチ）、6月２日～6月15日（ロータリー）を想定

備　 考
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【トラクター試算の基礎数値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

①　作業能率

（時間／ha）
ロータリー
（春耕起）

代かきハロー
（荒代かき）

代かきハロー
（植代かき）

スタブルカルチ
（秋粗耕起）

慣　　　　行 1.57 0.69 0.85 0.70 

自動操舵装置 1.49 0.62 0.77 0.59

対慣行削減率(％) ▲ 5.1 ▲ 10.1 ▲ 9.4 ▲ 15.7

スタブルカルチ
（春粗耕起）

ロータリー
（春耕起）

慣　行 0.7 1.57 2.27

自動操舵装置 0.59 1.49 2.08

②　購入価格

（千円） トラクター
RTK-GNSS
自動操舵装置

ロータリー 代かきハロー スタブルカルチ

価　格 11,470 2,497 1,573 2,701 913

③　年間固定費

（千円） ①トラクター
②RTK-GNSS
自動操舵装置

③ロータリー ④代かきハロー ⑤スタブルカルチ

：購入価格＊固定費率 固定費率 24.0 22.5 28.1 24.5 27.3

年間固定費 2,753 562 442 662 249 

水稲慣行 4,106 ①③④⑤ 春耕起、荒・植代かき、秋粗耕起

水稲自動操舵 4,667 ①②③④⑤ 〃

大豆慣行 3,444 ①③⑤ 春粗耕起、春耕起

大豆自動操舵 4,006 ①②③⑤ 　　　〃

④　ha当たり変動費

（円）
ロータリー

（耕起）

代かきハロー

（荒・植代かき）

スタブルカルチ

（秋粗耕起）

慣　行 9,917 6,480 4,422 20,819

自動操舵装置 9,380 5,866 3,727 18,973

スタブルカルチ
（春粗耕起）

ロータリー
（春耕起）

慣　行 4,422 9,917 14,339

自動操舵装置 3,727 9,380 13,107

⑤　作業請負料金　

（千円/ha）
ロータリー
（耕起）

代かきハロー
（荒・植代かき）

スタブルカルチ
（粗耕起）

水　稲 54 60 40 154

大　豆 54 40 94

利用規模の下限

（ha）

水　　　　稲

大　　豆

機　　械 作　業　機

機　　械 作　業　機

水　　稲　

大　　豆　

作　業　機

年間固定費　／（作業請負料金ーha当たり変動費）

合　計

合　計

合　計

合　計
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②薬剤散布用ドローン（マルチロータ）の協調作業 

自動航行機能を利用したドローン（最大積載重量 10Kg）による薬剤（液剤）散布に

ついて、単独飛行の時と同じ作業員数３人で２機同時飛行とした場合、作業能率は

0.17 時間／ha で、利用下限面積は 151ha 程度と試算されます。また、作業可能面積

は単独飛行では 260ha 程度なのに対し、２機同時飛行では 362ha 程度と試算されま

す。 

このように、ドローンの性能、作業員数を変えずに単独飛行から２機同時飛行にす

ることで、利用下限面積は増加しますが、作業可能面積はそれを大きく上回り、単独

飛行よりも 1.4 倍の薬剤散布が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■ 水稲病害虫防除薬剤（液剤）散布作業

単独飛行

①作業員数 （人） 3 3 

②作業能率 （時間／ha） 0.24 0.17 

③購入価格 （千円） 3 ,422  6 ,060  

④年間固定費 （千円） 752 1,361 

⑤ha当たり変動費 （円） 1,364 1,005 

⑥作業請負料金 （千円） 10 10 

　利用規模の下限面積
　④／（⑥-⑤/1000） （ha） 87 .1  151  

　作業可能面積
②作業能率×年間作業時間

（ha） 260  362  

（最大積載重量10kg、自動航行機能利用、1ha標準区画（長辺200ｍ）2連担で作業）

2機同時飛行

 県農業試験場調べ

本体、 バッテリー、 充電器、 発電機、

移動式GNSS基地局

購入価格×固定費率+維持費+運搬費

発電に係る燃料費、 労賃

実装料金

 

※　作業期間：7月下旬（穂いもち・紋枯病防除）、8月上旬（斑点米カメムシ防除1回目）、8月中～下旬（斑点米カメムシ防除2回目）を想定
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第７ 資料編 

１ 県内農業者への「スマート農業に係るアンケート調査」の結果概要 
 

令和２年６月から 12 月にかけて、スマート農業がどのように取り組まれ、今後はどのような方向が望

まれるのかなどについて、県内の農業者を対象としてアンケートを実施し、502 経営体から回答があり

ましたので、その概要を紹介します。 

 

 【 アンケート調査の回収状況 】 

（１）経営体の形態別 

                                        

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）水稲の作付面積別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）回答者の年齢別 
 
 
 
 
 
 
 
  

経営体の形態別では、認定農

業者が 400 経営体で全体の約 80

％を占めています。認定農業者

のうち、個人は 216 経営体（全体

の 43％）、集落型農業法人が 101

経営体（同 20％）でした。 

新規就農者 39 経営体、集落営

農組織 15 経営体からもアンケート

にご協力いただきました。 

水稲作付面積別では、5ha 未

満が 163 経営体（全体の 33％）で

最も多く、次いで 10～30ha 規模

が 143 経営体（同 29％）となって

います。 

50ha 未満が全体の 88％を占め

ていますが、100ha 以上の７経営

体からもアンケートにご協力いた

だきました。 

回答者の年齢別では、60～69

歳が 145 経営体（全体の 29％）で

最多でしたが、そのほかの年代は

72～79 経営体（同 15％前後）と、

ほぼ同数となっています。 

なお、30 歳未満層の 25 経営体

からもアンケートにご協力いただ

きました。 

区　 分 経営体数 割合（ ％）

●認定農業者 400 79 .7  
①個人 216 43 .0  
②集落型農業法人 101 20 .1  
③上記②以外の法人 83 16 .5  

●認定農業者以外 43 8 .6  
④個人 30 6 .0  
⑤法人 13 2 .6  

●新規就農者 39 7 .8  
●集落営農組織 15 3 .0  
○未記入 5 1 .0  

小　 　 　 計 502 －

項　 　 目

経営体の

形態別
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図１ 農業経営上の課題について （回答者数：ｎ＝49７、１８の選択肢のうち１～３位を回答） 
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（１）農業経営上の課題について 
①全体（ｎ＝497）の回答 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

②認定農業者（個人：ｎ＝216）からの回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③認定農業者（集落型農業法人：ｎ＝101）からの回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「認定農業者（個人）」と「認定農業者（集落型農業法人）」による回答率の差が大きい項目 

 

 

 

  

＜ 個人の回答率が集落型農業法人よりも高い項目 ＞ 
1 位：3. 高品質化           17.1 ポイント差 
2 位：16. 資材コストの削減  13.4 ポイント差 
3 位：1. 経営規模の拡大      8.7 ポイント差 
 
＜ 集落型農業法人の回答率が個人よりも高い項目 ＞ 
1 位：8. 後継者の確保・育成      31.6 ポイント差 
2 位：9. 現場スタッフの確保・育成  14.9 ポイント差 
3 位：10. 営農技術の継承          5.9 ポイント差 

1 位：  5. 現場作業の省力化           35.2％ 
2 位：  8. 後継者の確保・育成         28.6％ 
3 位：  2. 収量の拡大                 28.4％ 
4 位：  9. 現場スタッフの確保・育成   28.2％ 
5 位：  7. 栽培技術の向上             26.8％ 
6 位：  3. 高品質化                   24.7％ 
7 位：  1. 経営規模の拡大             21.9％ 
8 位：  16. 資材コストの削減          21.7％ 
9 位：  4. 分散した圃場の効率的な管理  20.9％ 
10 位： 6. 経営管理の省力化           10.3％ 

35.2％ 
28.6％ 
28.4％ 
28.2％ 
26.8％ 
24.7％ 
21.9％ 
21.7％ 
20.9％ 
10.3％ 

1 位： 5. 現場作業の省力化            37.5％ 
2 位： 3. 高品質化                    31.9％ 
3 位： 16. 資材コストの削減           28.2％ 
4 位： 2. 収量の拡大                  26.4％ 
5 位： 1. 経営規模の拡大              24.5％ 
6 位： 7. 栽培技術の向上              23.6％ 
7 位： 9. 現場スタッフの確保・育成    21.8％ 
8 位： 8. 後継者の確保・育成          20.8％ 
9 位： 4. 分散した圃場の効率的な管理  18.1％ 
10 位： 6. 経営管理の省力化            11.1％ 

37.5％ 
31.9％ 
28.2％ 
26.4％ 
24.5％ 
23.6％ 
21.8％ 
20.8％ 
18.1％ 
11.1％ 

1 位：8. 後継者の確保・育成            52.5％ 
2 位：5. 現場作業の省力化              36.6％ 
3 位：9. 現場スタッフの確保・育成       36.6％ 
4 位：2. 収量の拡大                    27.7％ 
5 位：7. 栽培技術の向上                25.7％ 
6 位：4. 分散した圃場の効率的な管理    17.8％ 
7 位：1. 経営規模の拡大                15.8％ 
8 位：3. 高品質化                      14.9％ 
9 位：16. 資材コストの削減             14.9％ 
10 位：6. 経営管理の省力化             12.9％ 

52.5％ 
36.6％ 
36.6％ 
27.7％ 
25.7％ 
17.8％ 
15.8％ 
14.9％ 
14.9％ 
12.9％ 

農業経営上の課題については、４９７経営体から

回答がありました。最も多く挙げられたのは「5．現場

作業の省力化」で、２位以下の「8．後継者の確保・

育成」「2．収量の拡大」「9．現場スタッフの確保・育

成」を約７ポイント上回っています。 

なお、図１からもわかるとおり、回答者のうち認定

農業者（個人）と認定農業者（集落型農業法人）で

は、回答の傾向に違いが見られています。 

 

認定農業者（個人）は、２１６経営体から回答があ

りました。上記（１）と比較すると、２位「3．高品質化」

と３位「16．資材コストの削減」への回答割合が高くな

っています。 

一方、７位「9．現場スタッフの確保・育成」や８位

「8．後継者の確保・育成」への回答は２０％程度で、

（１）よりも７～８ポイント低くなっています。 

 

認定農業者（集落型農業法人）は、１０１経営体か

ら回答がありました。上記（１）と比較すると、１位「8．

後継者の確保・育成」の割合が２０ポイント以上高く、

半数を超える経営体が経営上の課題と位置づけて

います。 

また、５位と６位との間には、約８ポイントの開きが

あるのも大きな特徴です。 

 

認定農業者の（個人）と（集落型農業法人）を比べ

ると、「5．現場作業の省力化」のほか、（個人）では、

「3．高品質化」「16．資材コストの削減」「1．経営規模

の拡大」に高い関心を示しています。 

（集落型農業法人）では、「8．後継者の確保・育

成」が喫緊の課題で、「9．現場スタッフの確保･育

成」も大きな課題と捉えていることがわかります。 
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図２ スマート農業の導入状況について （回答者数：ｎ＝496） 
 
                                
                                 １．   
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答１ 

回答２ 

回答３ 

回答４ 

回答５ 

回答６ 

白い帯の割合：67.1％ 

回答は、円グラフ 12 時の位置から時計回りに 

1. 既に導入している 

2. 導入の予定がある 

3. 内容を詳しく知っており関心もある 

4. 内容を詳しく知っているが関心はない 

5. 言葉を聞いたことはあるが詳しい内容は知らない 

6. 言葉自体を知らない 

 

円グラフ中心部の「白い帯」は、スマート農業技術に対

して前向きな問 1～3 に答えた割合を示しています。 

また、下の図 2-1 から 2-4 のグラフ内で図示している回

答の順番は、図２と同じです。 

  

図 2-1 うち、認定農業者（集落型農業法人：ｎ=101）の回答 

白い帯の割合：71.3％ 

図 2-4 うち、新規就農者（ｎ=39）の回答 

白い帯の割合：74.3％ 

図 2-3 うち、認定農業者（個人：ｎ=211）の回答 

白い帯の割合：58.3％ 

図 2-2 うち、認定農業者（その他法人：ｎ=83）の回答 

白い帯の割合：86.7％ 
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（２）スマート農業の導入状況について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜回答者全体の傾向＞ 

 スマート農業の導入状況や関心などについて尋ねたところ 496 経営体から回答があり、その内容は

図 2 のとおりでした。 

 全体の４分の１を超える方々が「1．既に導入している」としており、「2．導入の予定がある」と「3．内容

を詳しく知っており関心もある」を加えた「スマート農業技術に対して前向きな回答」（円グラフ中心部の

白い帯）の割合は 67.1％でした。 

 また、「4．内容を詳しく知っているが関心はない」が 10％程度であった一方で、スマート農業の認知

度をさらに高めていく余地があると思われる「5．言葉を聞いたことはあるが詳しい内容は知らない」との

回答は 21.2％という結果となりました。 

  

＜経営体の形態別の傾向＞ 

 「スマート農業技術に対して前向きな回答」（円グラフ中心部の白い帯）の割合は、認定農業者（個

人）が 58.3％で最も低かったのに対して、認定農業者（集落型農業法人）では 71.3％、認定農業者（そ

の他法人）は 86.7％と非常に高い割合となっています。 

 また、新規就農者の回答数は 39 と少ない状況であったものの、「1．既に導入している」は 25.6％、

「3．内容を詳しく知っており関心もある」が 48.7％で、４人のうち３人が「スマート農業技術に対して前向

きな回答」を選択しており、新規就農者は新たな技術に対して高い関心を示しているという結果となり

ました。 

 
 
 
 
 
 
  

区　 分 　  項　 　 目 有効回答数

（ ｎ）

●認定農業者 30 .1% 5 .3% 32 .2% 11 .1% 20 .3% 1 .0% 395

①個人 21 .3% 5 .2% 31 .8% 16 .6% 23 .7% 1 .4% 211

②集落型農業法人 37 .6% 5 .0% 28 .7% 5 .0% 22 .8% 1 .0% 101

③上記②以外の法人 43 .4% 6 .0% 37 .3% 4 .8% 8 .4% 0 .0% 83

●認定農業者以外 14 .3% 2 .4% 40 .5% 9 .5% 33 .3% 0 .0% 42

④個人 6 .9% 0 .0% 41 .4% 10 .3% 41 .4% 0 .0% 29

⑤法人 30 .8% 7 .7% 38 .5% 7 .7% 15 .4% 0 .0% 13

●新規就農者 25 .6% 0 .0% 48 .7% 5 .1% 20 .5% 0 .0% 39

●集落営農組織 6 .7% 6 .7% 60 .0% 13 .3% 13 .3% 0 .0% 15

○組織形態未記入 0 .0% 20 .0% 20 .0% 40 .0% 20 .0% 0 .0% 5

　 　 小　 　 　 計 27 .4% 4 .8% 34 .9% 10 .9% 21 .2% 0 .8% 496

1.既に導入して

いる

2.導入の予定

がある

3.内容を詳しく

知っており関心

もある

4.内容を詳しく

知っているが

関心はな い

5.言葉を聞い

たことはある

が詳しい内容

は知らな い

6.言葉自体を

知らな い

経営体の

形態別
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図３ 「導入済」、「導入予定あり」、「関心がある」、スマート農業の内容について 
 （回答者数：ｎ＝328、複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（１） （２） （３）

導
入
済
の
内
容

導
入
予
定
の
内
容

関
心
が
あ
る
内
容

＜作業自動化＞

1. 農機の自動運転（トラクター） 4 16 81 101

2. 農機の自動運転（田植機） 42 24 64 130

3. 農機の自動運転（コンバイン） 1 8 43 52

4. 収穫ロボット 1 1 32 34

5. 除草ロボット 1 7 48 56

6. アシストスーツ 10 3 51 64

7. 温室内の遠隔制御 4 4 33 41

8. ほ場の水管理の自動化・集中化 9 8 73 90

9. ドローンによる農薬散布 65 28 113 206

10. ドローンによるほ場管理 5 12 68 85

11. その他 7 3 5 15

＜生産に係るデータの収集や解析＞

12. スマホやクラウド等による作業記録等の収集と共有 38 5 75 118

13. センサーによる環境情報や生育情報等の管理 13 7 55 75

14. 衛星画像データや気象データ等の活用による収穫の予測 5 0 40 45

15. その他 2 1 1 4

＜生産に係るノウハウの「見える化」＞

16. 生産現場における技術や判断等をデータや画像等で記録 11 3 77 91

17. その他 2 0 1 3

＜生産・流通・販売の連携＞

18. 生産情報から販売情報までを共通のシステムで管理 2 0 26 28

19. その他 0 0 1 1

＜その他＞

20. その他 0 1 0 1

　
取
　
組
　
内
　
容

　
合
　
計



- 106 - 

（３）「導入済」、「導入予定あり」、「関心がある」、スマート農業の内容について 
前記（２）「スマート農業の導入状況について」の質問で、「1．既に導入している」、「2．導入の予定が

ある」、「3．内容を詳しく知っており関心もある」と答えた経営体に対して、具体的なスマート農業の内

容を尋ねたところ、328 経営体から回答がありました。 

 

＜導入済の内容＞ 

  65 経営体が「9. ドローンによる農薬散布」と回答し、導入済の取組の中では最多となりました。 

  次いで、「2. 農機の自動運転（田植機）」（42 経営体）、「12. スマホやクラウド等による作業記録等

の収集と共有」（38 経営体）などの導入が進んでいることが明らかになりました。 

 

＜導入予定の内容＞ 

  導入済みの内容と同様に、「9. ドローンによる農薬散布」（28 経営体）、「2. 農機の自動運転（田植

機）」（24 経営体）は、導入を予定している内容でも上位を占めています。 

また、絶対数は多くはないものの、「1. 農機の自動運転（トラクター）」（16 経営体）、「10. ドローンに

よるほ場管理」（12 経営体）、「8. ほ場の水管理の自動化・ 集中化」（8 経営体）の導入を予定している

経営体が、一定数存在することも明らかになりました。 

 

＜「関心がある内容」を加えた全体の傾向＞ 

下のグラフは、「導入済みの内容」、「導入予定の内容」に、「関心がある内容」を加えた回答の合計

を示しています。 

 回答が多かった順に、「9. ドローンによる農薬散布」（206 経営体）、「2. 農機の自動運転（田植機）」

（130 経営体）、「12. スマホやクラウド等による作業記録等の収集と共有」（118 経営体）、「1. 農機の自

動運転（トラクター）」（101 経営体）、「16. 生産現場における技術や判断等をデータや画像等で記録」

（91 経営体）、「8. ほ場の水管理の自動化・集中化」（90 経営体）などとなっています。 

 今回調査を実施した令和２年時点では、各経営体がこうしたスマート農業技術を前向きに捉えている

ことが明らかになりました。 
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図４ スマート農業の導入効果について （回答者数：ｎ＝113） 
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（４）スマート農業の導入効果について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 前記（２）の「スマート農業の導入状況について」で、「1．既に導入している」と回答した経営体に対し

て導入の効果を尋ねたところ、113 経営体から回答がありました。 

 

 「1．期待を上回った」は 19 経営体（回答者に占める割合：16.8％）、「2．期待通り」が 74 経営体（同：

65.5％）、「3．期待を下回った」10 経営体（同：8.8％）、「4．わからない」10 経営体（同：8.8％）となって

おり、既にスマート農業を導入している８割以上の経営体では、スマート農業の導入に対して前向きな

効果を実感している結果となりました。 

 なお、「4．わからない」には、「（田植機等の）装置を導入したが、まだ利用していない」という回答も複

数含まれており、こうした方々については令和３年の営農で効果を確認することになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

●認定農業者 16 64 9 9 98

①個人 7 25 2 0 34

②集落型農業法人 3 19 6 6 34

③上記②以外の法人 6 20 1 3 30

●認定農業者以外 3 2 0 1 6

④個人 2 0 0 0 2

⑤法人 1 2 0 1 4

●新規就農者 0 8 1 0 9

●集落営農組織 0 0 0 0 0

　 　 小　 　 　 計 19 74 10 10 113

区　 分 項　 　 目
1 .期待を

上回った
2.期待通り

3.期待を

下回った
4.わからな い

有効回答数

（ ｎ）

経営体の

形態別
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図５ 導入によって解決した課題 【上位 7 項目】 について （回答者数：ｎ＝109、複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 導入に際して直面した課題 【上位 7 項目】 について （回答者数：ｎ＝108、複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 求められる施策 【上位 7 項目】 について （回答者数：ｎ＝462、複数回答） 
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（５）導入によって解決した課題について 
 スマート農業を既に導入している経営体に対して「解決した農業経営の課題」を尋ねたところ、109 経

営体から回答がありました。 

 全体の約 6 割超の 68 経営体が「5．現場作業の省力化」を挙げており、他の選択肢を圧倒している

結果になりました。 

次いで「1．経営規模の拡大」（20 経営体）、「3．高品質化」「4．分散した圃場の効率的な管理」（以上

18 経営体）、「6．経営管理の省力化」「15．安全性の強化」（以上 15 経営体）などとなっています。 

 一方で、「8. 後継者の確保・育成」「16. 資材コストの削減」（以上５経営体）、「10. 営農技術の継承」

（３経営体）で、「12. 販路の拡大」「13. 販売先・消費者とのつながりの強化」「14. ブランド力の強化」

は回答者がゼロでした。 

 
 
 
 

（６）導入に際して直面した課題について 
スマート農業を既に導入している経営体に「導入に際して直面した課題」を尋ねたところ、108 経営

体から回答がありました。 

 この設問では、全体の 56.5％に相当する 61 経営体が「1．コストが高い」を挙げ、他の選択肢を圧倒

する結果になりました。 

 この他に、「3.対応できる人材が不足」（19 経営体）、「4.システム稼働に伴う対応が面倒」（15 経営

体）、「6.データ収集が面倒」（13 経営体）などとなっています。 

 こうした一方で、20 経営体が「9．特になし」を能動的に選択して、全体の 2 位にランクインしていま

す。 

 
 
 
 
 

（７）求められる施策について 
アンケートに協力していただいた 502 経営体に対して、スマート農業を導入・促進する上で「求めら

れる施策」を尋ねたところ、462 経営体から回答がありました。 

回答者の７割弱に相当する 316 経営体が「4.導入に対する助成」を挙げており、次いで「8.安価な機

械やシステムの開発」（56.9％、263 経営体）、「7.使いやすい機械やシステムの開発」（45.2％、209 経

営体）、「1.機械やシステムに関する情報提供」（42.2％、195 経営体）、「2.具体的な事例に関する情報

提供」（41.1％、190 経営体）、「3.支援策に関する情報提供」（37.4％、173 経営体）などとなっていま

す。 
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【 アンケート調査票 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋田県内でのスマート農業の取組状況等に関するアンケート調査

令和２年吉日 秋田県農林水産部 農林政策課

ＩＣＴ（情報通信技術）やロボット技術などを活用した「スマート農業」が近年注目されて

おり、今後、本県においてもスマート農業の取組を通じて、作業の省力化・軽労化や栽培技術

の継承、新規就農者の確保等につなげていくことが重要となっています。

このため、秋田県内においてスマート農業がどのように取り組まれ、今後はどのような方向

が望まれるのか等について、アンケートを実施しますので、ご多忙のところ誠に恐れ入ります

が、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

経営全般について

問1. あなたの経営形態について、次の中から１つを選んでお答えください。

【○印は１つ、でお願いします】 人数 をご記入ください

↓ ↓

【 】 1. 認定農業者（個人） →労働力 人

【 】 2. 認定農業者（集落型農業法人） →労働力 人 →うちオペレータ 人

【 】 3. 認定農業者（上記 2.以外の法人） →労働力 人 →うちオペレータ 人

【 】 4. 認定農業者以外（個人） →労働力 人

【 】 5. 認定農業者以外（法人） →労働力 人 →うちオペレータ 人

【 】 6. 新規就農者 →労働力 人

【 】 7. 集落営農組織 →労働力 人 →うちオペレータ 人

問2. あなたの について、次の中から１つを選んでお答えください。水稲の作付面積

【○印は１つ、でお願いします】

↓

【 】 1. 5ha 未満

【 】 2. 5ha以上 10ha未満

【 】 3. 10ha以上 30ha未満

【 】 4. 30ha以上 50ha未満

【 】 5. 50ha以上 100ha未満

【 】 6. 100ha以上

問3. あなたの水稲以外の作付面積（転作作物、畑作物、樹園等の合計）について、次の中から１つ

を選んでお答えください。

【○印は１つ、でお願いします】

↓

【 】 1. 2ha未満

【 】 2. 2ha以上 5ha未満

【 】 3. 5ha以上 10ha未満

【 】 4. 10ha以上 30ha未満
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【 】 5. 30ha以上 50ha未満

【 】 6. 50ha以上

問4. 昨年（または直近年）の年間の売上高・取扱高をもとに、お答えください。

「第１位」と「第２位」の部門について、次の欄に番号、概ねの金額、品目名をご記入ください。

■ 第１位 ■ 第２位

番号 金額(万円) 主な品目名 番号 金額(万円) 主な品目名

（品目名：記入は不要です） （品目名：繁殖、肥育 など）1. 稲作 6. 肉用牛

（品目名：ネギ、エダマメ など） （品目名：記入は不要です）2. 露地野菜 7. 乳用牛

（品目名：トマト、キュウリ など） （品目名：記入は不要です）3. 施設野菜 8. 豚

（品目名：りんご、おうとう など） （品目名：記入は不要です）4. 果樹 9. 比内地鶏

（品目名：輪ギク、リンドウ など） （品目名：具体的に記入してください）5. 花き 10. その他

問5. あなたの農業経営上の課題について、次の中から「1～3位」の順に選んで、その番号をお答え

ください。

■ 第１位 ■ 第２位 ■ 第３位

番号 番号 番号

1. 経営規模の拡大 10. 営農技術の継承

2. 収量の拡大 11. 鳥獣被害への対応

3. 高品質化 12. 販路の拡大

4. 分散した圃場の効率的な管理 13. 販売先・消費者とのつながりの強化

5. 現場作業の省力化 14. ブランド力の強化

6. 経営管理の省力化 15. 安全性の強化

7. 栽培技術の向上 16. 資材コストの削減

8. 後継者の確保・育成 17. その他 （ ）具体的に：

9. 現場スタッフの確保・育成 18. 特になし

問6. あなたが、現在導入しているICT関連機器について、次の中から選んでお答えください。

【○は、いくつでも大丈夫です】

↓

【 】 1. 携帯電話 【 】 5. 監視カメラ（いわゆる 「ガラケー」)

【 】 2. スマートフォン 【 】 6. センサー

【 】 3. タブレット端末 【 】 7. その他 （ ）具体的に：

【 】 4. パソコン 【 】 8. 特になし
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スマート農業への対応状況について

問7. 「スマート農業」 について、次の中から１つを選んでお答えください。

【○印は１つ、でお願いします】

↓

→ 問7-1へお進みください【 】 1. 既に導入している（現在は「取り止め」しているケースを含む）：

→ 問7-1へお進みください【 】 2. 導入の予定がある：

→ 問7-1へお進みください【 】 3. 内容は知っており、関心もある：

→ 問7-8へお進みください【 】 4. 内容は知っているが、関心はない：

→ 問8へお進みください【 】 5. 言葉を聞いたことはあるが、詳しい内容は知らない：

→ 問8へお進みください【 】 6. 言葉自体を知らない：

問7-1. 導入済、導入予定あり、もしくは関心があるスマー卜農業の内容について、次に示した取組

の中からいくつでも選んで、番号をご記入ください。

内容の区分 下から番号を記入（いくつでも大丈夫です） 記入例

2( )導入済の内容1

1( )導入予定の内容2

3 6 9( )関心がある内容3 、 、

＜作業自動化＞

1. 農機の自動運転 （トラクター）

2. 農機の自動運転 （田植機）

3. 農機の自動運転 （コンバイン）

4. 収穫ロボット

5. 除草ロボット

6. アシストスーツ

7. 温室内の遠隔制御

8. 圃場の水管理の自動化・ 集中化

9. ドローンによる農薬散布

10. ドローンによる圃場管理

11. （具体的に： ）その他

＜生産に係るデータの収集や解析＞

12. スマートフォンやクラウド等による作業記録等の収集と共有

13. センサーによる環境情報や生育情報等の管理

14. 衛星画像データや気象データ等の活用による収穫の予測

15. （具体的に： ）その他

＜生産に係るノウハウの 「見える化」＞

16. 生産現場における技術や判断等をデータや画像などで記録

17. （具体的に： ）その他



- 114 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜生産・流通 ・販売の連携＞

18. 生産情報から販売情報までを共通のシステムで管理

19. （具体的に： ）その他

＜その他＞

20. その他 （具体的に： ）

問7-2. 導入済、導入予定、関心がある理由について、次の中から１つを選んでお答えください。

【○印は１つ、でお願いします】

↓

【 】 1. 経営課題解決が具体的に期待できる

【 】 2. マスコミ等で取り上げられている

【 】 3. 機器・システムを提供する企業からのアプローチ

【 】 4. 農産物の販売先からの要請

【 】 5. 加入している J A からの要請

【 】 6. 自治体が推進している

【 】 7. その他 （具体的に： ）

【 】 8. 特になし

問7-3. 導入によって解決したい課題について、次の中から選んでお答えください。

【○は、いくつでも大丈夫です】

↓

【 】 1. 経営規模の拡大 【 】 10. 営農技術の継承

【 】 2. 収量の拡大 【 】 11. 鳥獣被害への対応

【 】 3. 高品質化 【 】 12. 販路の拡大

【 】 4. 分散した圃場の効率的な管理 【 】 13. 販売先・ 消費者とのつながりの強化

【 】 5. 現場作業の省力化 【 】 14. ブランド力の強化

【 】 6. 経営管理の省力化 【 】 15. 安全性の強化

【 】 7. 栽培技術の向上 【 】 16. 資材コストの削減

【 】 8. 後継者確の確保・育成 【 】 17. その他 （ ）具体的に：

【 】 9. 現場スタッフの確保・育成 【 】 18. 特になし

問7-4. 導入にあたって問題になっている事項などがありましたら、自由にご記入ください。
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問7-5から問7-7は、問7で 「1.既に導入している（現在は「取り止め」しているケースを含む）」★

と回答した方だけにお尋ねします。

問7-5. 導入した効果は、いかがですか。次の中から１つを選んでお答えください。

【○印は１つ、でお願いします】

↓

【 】 1. 期待を上回った

【 】 2. 期待通り

【 】 3. 期待を下回った

【 】 4. わからない

問7-6. 導入によって解決した農業経営上の課題について、次の中から選んでお答えください。

【○は、いくつでも大丈夫です】

↓

【 】 1. 経営規模の拡大 【 】 10. 営農技術の継承

【 】 2. 収量の拡大 【 】 11. 鳥獣被害への対応

【 】 3. 高品質化 【 】 12. 販路の拡大

【 】 4. 分散した圃場の効率的な管理 【 】 13. 販売先・ 消費者とのつながりの強化

【 】 5. 現場作業の省力化 【 】 14. ブランド力の強化

【 】 6. 経営管理の省力化 【 】 15. 安全性の強化

【 】 7. 栽培技術の向上 【 】 16. 資材コストの削減

【 】 8. 後継者確の確保・育成 【 】 17. その他 （ ）具体的に：

【 】 9. 現場スタッフの確保・育成 【 】 18. 特になし

問7-7. 導入に際して直面した課題について、次の中から選んでお答えください。

【○は、いくつでも大丈夫です】

↓

【 】 1. コストが高い 【 】 6. データの収集が面倒

【 】 2. 導入の効果が期待できない 【 】 7. 異なるシステムでデータ連携ができない

【 】 3. 対応できる人材が不足 【 】 8. その他 （ ）具体的に：

【 】 4. システムの稼働に伴う対応が面倒 【 】 9. 特になし

【 】 5. セキュリティ面で不安

問7-8は、問7で 「4.内容を詳しく知っているが関心はない」と回答した方だけにお尋ねします。★

問7-8. 関心がない理由は何ですか。次の中から選んでお答えください。

【○は、いくつでも大丈夫です】

↓

【 】 1. コストが高い 【 】 6. データの収集が面倒

【 】 2. 導入の効果が期待できない 【 】 7. 異なるシステムでデータ連携ができない

【 】 3. 対応できる人材が不足 【 】 8. その他 （ ）具体的に：

【 】 4. システムの稼働に伴う対応が面倒 【 】 9. 特になし

【 】 5. セキュリティ面で不安



- 116 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 117 - 

２ 秋田県立大学アグリイノベーション教育研究センター 

  
秋田県立大学では、「次世代農工連携拠点センター（仮称）構想」に基づいて、大潟キャンパス内

に、ＩＣＴ技術を活用したスマート農業の拠点として、190 ヘクタールの大規模ほ場や関連施設を活用

した「アグリイノベーション教育研究センター」を令和３年４月に開設しました。 

この施設では、コンピュータ内の仮想空間でモノづくりをシミュレーションする工学系の「デジタルツ

イン技術」を農業分野に応用する研究や、学生や農業者、社会人を対象とした実践的なスマート農業

教育、さらには、最新の情報通信技術やロボット農機を活用したスマート農業技術の実証展示などを

行っています。 

 

県としましても、センターを拠点に産学官が一体となって行う研究の成果が、農業の振興はもとより、

幅広く県内産業の振興につながるよう、県立大学の取組を支援していくこととしています。 

 

 

※アグリイノベーション教育研究センターＨＰ 

https://www.akita-pu.ac.jp/gakubu/inst/6759 
 

 

 



- 118 - 

 



- 119 - 

３ スマート農業に関するＷｅｂサイトリンク集  
 
  ここでは、この指針に関連したＷｅｂサイトをご紹介します。スマートフォンやタブレットでＱＲコードを

読み取っていただくと各サイトに直接つながりますので、確認してみてください。（なお、リンク切れの場

合はご容赦ください。次の改定時に情報を更新します。） 

 
 

 農林水産省 スマート農業   
              https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/ 
 
 

 
 
 

「スマート農業実証プロジェクト」について 
                    https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/smart_agri_pro.htm 
 
 
 
 
         

農業データの利活用の推進について 
                     https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/attach/pdf/index-285.pdf 
 
 
 
 
 

次世代型農業支援サービス 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/nougyousien.html 
 

 
 

 
 

農業用ドローンの普及拡大に向けた官民協議会 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/drone.html 
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農業新技術_製品・サービス集 

                   https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html 
  
 

 

 

スマート農業技術カタログ                     
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/smart_agri_technology/smartagri_
catalog.html 

 
 
 

スマート農業動画 
https://www.affrc.maff.go.jp/movie_list.html 

 
 
 
 
 
  
 

 農研機構 スマート農業実証プロジェクト  
               https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/ 
 
 
 
 

スマ農成果ポータル 

https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/seika_portal/index.html 
 
 
 
    
         スマート農業イノベーション推進会議（ＩＰＣＳＡ）  

https://ipcsa.naro.go.jp/ 
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 秋田県スマート農業を支える基盤整備指針（Ｒ６年 12 月改訂版）  

 https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/73782 
 
 
 

 
 

 北海道大学スマート農業教育拠点  
https://smart012.wixsite.com/website 

 
 
 

 
 

 秋田県農林水産情報 こまちチャンネル  
               http://www.e-komachi.jp/ 
 

 

 

       

ICT を活用した先端農業機械によるスマート農業一貫体系 

              https://www.e-komachi.jp/notebook/senboku-sumart_nougyou/ 
 

 

 

 

花きスマート農業技術実証 

              https://www.e-komachi.jp/notebook/akita-smartnougyou/ 
 
 
 
 

スマート農業を支える基盤整備実証事業 
https://www.e-komachi.jp/notebook/sumart-nougyou2/ 
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４ 用語解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用　　語 解　　　　説

い 一斉収穫機 　農作物を一斉に収穫できる農業機械。
　水稲や麦、大豆ではコンバインを使用するのが一般的だが、野菜における一斉収穫機の使用に当たっ
ては、ほ場全体が収穫適期となっていることが重要であるため、生育ムラを生じさせない栽培管理に努め
る必要がある。

お オルソモザイク画
像

　航空写真撮影時に生じるひずみを修正（＝オルソ補正）した写真を、デジタル処理によりつなぎ目がない
ように結合した画像のこと。
　オルソ補正によりひずみを修正することで、広大な農地であっても、一枚の画像として測量することがで
き、生育・収量の可視化などに活用することができる。

か 可変施肥 　処理量を変えながら肥料を散布する技術。
　一枚のほ場内において、生育ムラが見られる地点に対して、増肥・減肥を自動でコントロールすること
で、収量の向上や資材コストの削減につながることが期待される。

環境制御 　施設内の農産物を取り巻く様々な環境条件（温度、湿度、二酸化炭素濃度、照度）を監視し、必要に応じ
て調節すること。
　各種センサーやプログラミング技術により、自動での環境制御が可能になり、農作物にとって最適な条
件を一定に保つことで、品質の安定化に寄与する技術として期待される。

く クラウドサービス 　インターネット環境を利用して、農業に関する様々な業務をサポートするサービス。
　各種データ（生育データ、作業マニュアル、作業計画、進捗状況、農機情報、販売管理等）を蓄積するな
ど、これまで経営者の頭の中にしかなかった情報をデータ化し、共有することが可能となる。

こ 高密度播種苗
（密播苗、密苗）

　育苗箱１箱当たりに慣行（中苗）の２倍以上となる250ｇ以上を播種し、2～3葉まで育苗した苗。
　育苗期間が短縮されるほか、10a当たりの使用箱数を通常の1/2～1/3まで削減可能で、田植え作業の
大幅な省力化につながる。

さ 栽培・営農支援シ
ステム

　農業に関する各種データ（生育データ、作業マニュアル、作業計画、進捗状況、農機情報、販売管理等）
を蓄積し、見える化できるシステム。
　これまで経営者の頭の中にしかなかった情報をデータ化し、共有することが可能となる。

サブスクリプション 　商品ごとに購入金額を支払うのではなく、一定期間の利用権として定期的に料金を支払う方式。契約中
は決められた商品を自由に利用することができる。
　農業分野においては、農業機械のリースやレンタル料にサブスクリプション方式を採用する事例があり、
機器の保管スペースが不要になり、導入コスト等を抑えるメリットもある。

し 収量コンバイン 　水稲を収穫しながら、内部のセンサーにより収量を予測することができ、運転席でリアルタイムに確認が
できる機能が搭載されたコンバイン。
　収量のほか、籾水分も測定でき、一筆の作業終了後には、ほ場全体の収穫量、単位収量、平均水分と
その変動が表示・記録される。

収量マップ 　単位面積当たりの収量情報を、地図上にプロットしたもの。
　収穫量を面情報として捉え、地点毎に施肥設計を行うなど、精密な栽培管理への活用が期待される。

ジョイント栽培 　果樹を直線的に一方向に伸ばし、隣接する樹とつなげて一直線上に着果するように仕立てる技術。
　主枝の両側に側枝が規則正しく並ぶため、一定間隔で着果して、作業性が大幅に向上する。

す スマート農業技術
の開発・実証プロ
ジェクト
（スマート農業加速
化実証プロジェク
ト）

　ロボット、AI、IoTなど先端技術を活用した「スマート農業」を実証し、スマート農業の社会実装を加速させ
ていくことを目的とした、農林水産省の事業。
　令和元年度から開始し、全国148地区（令和元年度69地区、令和2年度55地区、令和2年度補正24地区
を採択）において実証を行っている。

せ 生育診断 　生育期におけるデータ（草丈、茎数、葉色など）を測定し、理想生育と比較することで、生育状況を判断す
ること。

センシング 　感知器（センサー）を使用して様々な情報を計測して、数値として見える化する技術。
　ほ場や施設における温度・湿度、照度、二酸化炭素濃度など、農作物の生育に関するデータを収集する
ことで、環境制御に役立てるものとして実用化されている。

た 耐候性赤色LED 　気候変化に強い赤色のLED照明。
　屋外で使用した際に、太陽光や紫外線、温度変化によって変形したり､劣化しにくいもの。

ダウンウォッシュ 　マルチローターや無人ヘリ等が飛行する際に、揚力が生成される過程において生じる吹き下ろし風。
　この効果により、航空防除により散布された薬剤の飛散を低減させ、株元や葉の裏まで薬剤を塗布する
ことができる。



- 123 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

用　　語 解　　　　説

て ディスク式中耕・培
土機

　管理機の前後に取り付けた２対のディスクを土壌の抵抗により回転させ、土を横に移動させることにより
中耕・培土を行う機械。
　従来の一般的な方法であるロータリ式中耕機に比べ、高速で作業できるほか、湿潤な土壌条件でも作
業がしやすい利点がある。

と 土地生産性 　土地の単位面積当たりで生みだされた付加価値額、或いは生産物の量を指し、農業においては反収向
上技術の導入や、水稲単作から稲麦輪作体系を導入により、単位面積から生産される農作物の質、或い
は量を向上することで、土地生産性は向上する。

は パイプライン 　水田において、用排水管として既設管を地中に埋設して造成する管路によって、農業用水を送排水する
方式の水路。
　従来の開放水路に比べて上流と下流の取水の優劣差が軽減できる、複雑な地形でも路線設定できる、
などの利点がある。

パワーアシスト
スーツ

　電動装置や人工筋肉を人体に装着することで、人間の動きをサポートする衣服や外骨格型装置のこと。
　農業分野では、重労働から解放する技術として、重量野菜や米袋の運搬、果樹のせん定時の作業など
において実用化されている。

み 見える化 　財務や業務の実態を具体化・可視化し、客観的に捉えられるようにすること。
　財務状況や、生育状況、収量情報などを見える化し、課題の抽出や解決に役立てることができる。

も （環境）モニタリン
グ

　ほ場やハウス内外の環境（温湿度、日射量、風速、二酸化炭素濃度）を各種センサーで自動測定し、農
作物の生育に関するデータを収集することで、環境制御に役立てるものとして実用化されている。

モーションセンサー 　あらゆる方向への移動や傾きといった「動き」を検知する機能をもつセンサー。
　スマートフォンなどの端末に埋め込まれているほか、畜舎に設置したモーションセンサーにより、牛の異
常兆候を検知するシステムが実用化されている。

ろ 労働生産性 　労働者１人当たり（もしくは１時間あたり）に生産される成果を示す指標。
　労働生産性は労働者の作業効率を測る指標になるだけでなく、経営が利益を生み出せる体制を作るた
めの指標の一つとして活用することができる。
　一般に、売上高が高くても労働生産性が低ければ利益が出にくい、あるいは売上高が伸びても逆に労
働生産性が低下すれば増収減益に陥りやすい。

ロボットトラクター 　GNSS等を活用し、自動走行が可能なトラクターのこと。
　作業者はロボットトラクターに乗らずに、遠隔操作と監視により作業を実施することができるほか、人が
運転する有人運転トラクターとの連動により、2つの作業を1人で同時に行うことも可能になる。

ロボット選花機 　キクの選別作業を自動で行うロボットのこと。
　県内で実施しているスマート農業技術の開発・実証プロジェクトで使用する切り花調整ロボットは、１本ず
つ機械にセットされたキクが適切な長さに切断され、余分な葉が除去された後、重量ごとに選別される。そ
の後、選別され、規格ごとに10本たまると、自動で結束される。 

A AI 　「Artificial Intelligence」の略で、学習・推論・判断といった人間の知能のもつ機能を備えたコンピュー
ターシステムをいう。
　農業分野では、熟練農業者が持つ技術・ノウハウを新規就農者等に継承するためにシステム化して提
供することに活用でき、農業の経験や知識がない人でも農業に従事できるようにして、人材不足の解決に
つながるものと期待されている。
　また、作物の形状や色から成長度合いを解析し、収穫時期を予測・判断するプログラムなどが開発され、
一部で実用化されている。

AI自動灌水施肥シ
ステム

　灌水と施肥をIoT・AI技術で自動化するシステム。
　日射量センサーと土壌水分量センサーから得られた情報から植物の蒸散量を推定し、植物が必要とし
ている量だけ灌水することで、不要なコストをかけずに、生育を最適化することができる。

G GPS 　グローバル・ポジショニング・システム（Global Positioning System）の略語で、全地球測位システムとも
呼ばれる。　地球上の位置情報を人工衛星からの電波で測位する装置。

GNSS 　グローバル・ナビゲーション・サテライト・システム（Global Navigation Satellite System）の略語で、GPS、
GLONASS、準天頂衛星（QZSS）等の測位衛星システムの総称。

R RTK-GNSS 　リアルタイムキネマティック（Real Time Kinematic）GNSSの略語で、測位情報に加えて、地上等の基準局
からの補正情報を得ることで、より高精度（誤差範囲2～3cm以内）で測位が可能となるシステム。
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５ 本県農業の現状 
（１）農業構造 
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（２）分野別の状況 
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